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第一章












　奇抜でありながらも華やかなデザインを発表し続ける、サワジュエリー。

　銀座の一角に本店を構えるその店は、今や世代を超えて愛され、世界でも注目されつつある。

　今夜はそこで新作発表会が行われており、数多くの関係者が招待されていた。

　店内には、最新のブランドドレスにサワジュエリーを身に着けた美しい女性や、芸能人さながらのオーラを放つスーツ姿の男性がおり、シャンパングラスを片手に歓談している。

　瀧川たきがわ美都みとも見劣りしないように、ワインレッド色のホルターネックドレスに身を包み、人から人へと渡り歩いた。

　初対面の人に対しては笑みを返して名刺交換し、知り合いとは最近の話題に花を咲かせるが、すでにパーティを逃げ出したい衝動に駆られていた。

　美都は大学卒業以来、父が社長を務める繊維会社の広報課に籍を置いている。

　入社してまだ二年だが、任された仕事は父の名代としてパーティに出席して、瀧川家の顔として様々な人脈を作ることだった。

　父の会社は独自開発した織物技術が世界に認められ、有名ブランド会社と数々の提携を結んでいる。海外出張などの仕事量が増えたため、パーティなどの出席は娘の美都に任された。

　柔らかな物腰で接する美都こそ、瀧川家の名代にぴったりだと決めつけたのだ。

　実際の美都はそうではないのに……

　でも親族に対して強く反発できない美都は、結果的に皆が好むお嬢さまを演じている。

　そうやって無理をするせいか、美都の頬が徐々に強張ってきた。

「次は、是非とも瀧川夫人にもお越しいただきたいですわ」

　サワジュエリーのトップデザイナーに、美都はにこやかに頷く。

「ええ、伝えておきます。母もきっと最新デザインを気に入ると思いますわ」

「ありがとうございます！」

　そこでちらっと女性の背後に目をやると、大学時代の友人でＩＴ企業の社長を父に持ち、役員付き秘書として働く樋口ひぐち茉奈まなが、エスコートパートナーと一緒に近寄ってきた。

　社交的で顔が広い茉奈は様々なパーティに招待されることが多く、どうやら今日もそうだったようだ。

　茉奈は、鮮やかなラピスラズリ色のオフショルダードレスをまとい、華奢な手首と透けるように白い胸元にはサファイアをふんだんに使ったジュエリーを身に着けている。

　ボブショートから覗くサファイアのチェーンピアスは重そうだが、茉奈が動くたびに揺れて目を引き寄せられた。

　今日の茉奈は、いつにも増してとても綺麗だ。

　そう思っているのは美都だけではない。モデルや芸能人に似たオーラを放つ茉奈が歩くと、自然と周囲にいる人々の目が吸い寄せられる。

　そんな茉奈が親しみを込めて見つめる相手は、美都だった。

　茉奈は微笑みながら美都に意味ありげな視線を投げて、トップデザイナーに話しかける。

「少しかまいませんか？　今日発表された最新のデザインについて訊ねたいことが……」

「ええ、もちろんですわ。瀧川さまとのお話が終わったあとに──」

「わたしのことは、どうぞ気になさらないください。ここは茉奈……樋口さんにお譲りしますわ」

　すかさず間に入った美都は、話の腰を折ったことを謝りながらも二人に微笑みかけた。

「美都、ありがとう！」

　こちらこそ助けてくれてありがとう──と、茉奈に感謝の意思を目で伝えると、トップデザイナーの彼女に挨拶してその場を離れた。

　美都はすれ違う人たちと会釈しては通り過ぎ、熱気とシャンデリアの眩い光から逃れて壁際に立つ。

　手にしたシャンパンで渇いた喉を潤したあと、店内をゆっくり見回した。

　すると、美都のエスコートパートナーを務める、木嶋きじま泰之やすゆきの端麗な横顔が視界に入った。

　パーティが始まった当初は木嶋と一緒にいたが、美都は途中でわざと彼の傍を離れた。

　エスコートパートナーに対して取った自分の振る舞いに心が痛んだが、招待客と談笑する姿を見る限り、特別気にしてはいないようだ。

　それどころか、パーティを楽しんでいるようにも見える。

　美都はホッとするが、木嶋を見続けているうちに徐々に気が鬱してきた。

「木嶋さん、か……」

　美都は木嶋の名前を気怠く呟き、小さくため息を吐いた。

　大手食品会社役員の息子の木嶋は、必要に駆られて業務提携先のパーティには出席するが、実はこういう華やかなパーティがあまり好きではない。

　そのため友人の茉奈にエスコートパートナーについて相談された折り、最初は断る予定だったらしい。でも、相手が織物技術で認められた瀧川家の次女だと知り、それならば俺がと快く引き受けてくれた。

　美都より四歳年上だが同窓という共通点もあって、木嶋は最初からとても優しく、紳士的な姿勢でエスコートしてくれた。

　父に紹介した時もそつがなく、機転の利いた会話に父も木嶋に好感を抱いたほどだ。

　それは美都も同じだった。

　エスコートパートナーになってもらって、まだ一ヶ月ほどしか経っていないが、ここからドラマティックな展開が生まれるかもしれないと期待さえしていた。

　でも美都の思いは、見事に打ち砕かれた。

　木嶋は少しずつ態度を変えて美都に強引に迫ったり、父の在宅時を狙って家に寄りたいと言ってきたりした。

　これまでの経験で、木嶋の真意がどこにあるのかすぐにわかった。

　木嶋が欲しているのは美都自身ではない。後ろにある瀧川家、さらに織物会社との縁だということを……

　それを逆手に取って関係を続けられるほど、美都の心は強くない。

　瀧川家の令嬢ではなく、普通の女性として見てくれる人なんて、やっぱり現れないのだろうか。

　美都は諦めに似た吐息を零し、木嶋に背を向けて受付へ向かった。

　挨拶回りは終わった。初対面の人たちと交換した名刺もクラッチバッグに入っている。

　この辺りで失礼しても大丈夫だろう。

「伝言をお願いできますか？」

　スタッフに声をかけ、美都が先に失礼することを木島泰之に伝えてほしいと告げた。

　その後は化粧室に入り、茉奈にメールを打つ。

　先ほど助けてくれたお礼、帰宅すること、そして近いうちに時間を作ってほしい旨を送信した。

　エスコートパートナーの木嶋を切るにしても、彼を紹介してくれた茉奈には礼儀として最初に打ち明けておきたい。

　だが茉奈は出張が多く、ここ最近じっくり話せていなかった。

「次は、いつ一緒に出掛けられるのかな」

　美都は鏡に映る自分に向かって独り言を呟いたあと、ドレスや胸元まで届く髪をロールアップしたヘアスタイルに乱れがないか確認し、最後に口紅を塗り直した。

　準備を終えた美都は、パーティ中は正面入り口が閉鎖されているため、関係者専用の裏口へ進んだ。預けていたショールを受け取り、肩に掛けて外へ出る。

　昼間はまだ陽射しが強くて汗が滲み出るほどだったのに、夜の帳とばりに包まれた外は、秋の気配を感じさせるほど風が冷たい。

　美都はショールで暖を取り、大通りへ続く路地を早歩きで進み始めた。

　遠くから聞こえる喧騒にまじって、建物に反響する足音。

　美都は音楽を奏でるようにリズムを刻んではその音に聞き入るが、脇に止められた車の横に立つ人影が目に入るなり、足をぴたりと止めた。

　すると影が動き、伏せていた顔を上げる。

　こちらを射貫くように見つめる目と合った瞬間、美都の心臓がキュッと縮んだ。

「き、木嶋……さん!?　どうして貴方が──」

「美都」

　スーツの前ボタンを外し、ポケットに手を突っ込んだ木嶋が美都に近寄ってきた。

　距離が縮まるにつれて、ムスクの香りが風に乗って美都の鼻腔をくすぐる。そこから押し寄せる圧に息苦しさを覚えた時、彼が美都の真正面で立ち止まった。

「この頃の君はおかしいよ。俺の知らない間に地方のパーティに参加したり、今夜のように先に帰ったりもする。僕を避けるようにしてね」

「あの……楽しそうにされていたから、邪魔してはいけないと思って」

「邪魔？　僕はこういうパーティが好きではないと知っているのに？」

　美都は口を閉じ、何も言い返せない自分に情けなさを覚えてうな垂れた。

　美都が唇を真一文字に引き結んだ時、一歩踏み出した木嶋の足が視界に入った。間合いを詰めた彼に、いきなり手を掴まれる。

　陰鬱さを増す圧迫感に耐えながら、美都は木嶋と目を合わせた。

「木嶋──」

「もし思うところがあれば正直に言ってほしい。こういう扱いをされるのは嫌だよ」

「わたし……」

「美都。僕たちの付き合いはまだ短いけど、よくやってきたと思わないか？　君をエスコートするたびに言われたよ。とてもお似合いのカップルだねって。僕を見つめる美都の目には情が宿ってると。ねえ、そろそろ僕たちはこの先に進んでもいいと思わないか？」

　木嶋の口調が誘う囁きに変わった。本来なら聞き取りにくくなるのに、美都の耳に届く言葉ははっきりと聞こえる。

　この状況を把握した時、濡れた息が頬をなぶった。

　美都の躯が強張り、同時に呼吸の間隔が浅くなっていく。耳の傍で太鼓を打ち付けているのではと思うほど、心音が大きく響き始めた。

「いいだろう？」

　それは、いったいどういう意味？

　美都が顔を上げた時、不意に握られた手を引っ張られた。

「キャッ！」

　重心を失って木嶋の方へ倒れ込む美都の腰に、彼が腕を回す。

「な、何を!?」

「初心な小娘のフリはしなくていい。茉奈の親友なら、派手に遊んでいることぐらいわかってるんだから」

「初心？　……派手に遊んで？　何を言って……っぁ！」

　木嶋がこれ見よがしに美都の脇腹を撫で、意味深に股間を押し付けてきた。

　エスコートを受けている時、こうして腰に触られたり、躯を寄せられたりするのは普通のこと。でも、こんな風に性的な行為を示す真似など一切されたことがない。

　なのに、どうして今になってこんな行動を!?

　しかも、美都に押し付ける男性自身が主張し始めて硬くなっていた。

　身の置き所のない羞恥に駆られて、美都の頬にカーッと血が上っていった。

「や、止めて」

　大胆な木嶋の行動に、美都は決まりが悪いのを隠そうとしなかった。

「美都、美都……。僕を見て」

　木嶋が上体を屈めてくる。彼の顔がどんどん近づくのを見て、ようやくキスをされそうになっていると気付いた。

「い、イヤ！　木嶋さん！」

　木嶋の腕の中から逃げたくて身を捩るが、自分を抱く力があまりにも強くて解けない。

「もう僕の傍を離れたいとは言わせないよ」

「……えっ？」

　これ以上は有無を言わせないとばかりに、木嶋が傍に停めてある車に美都を引っ張り入れようとしてきた。

「逃れられないよ、美都……」

　美都を見る木嶋の目に、これまで見たことのない狡猾な光が宿る。

　それが何を意味するのか察する前に、美都の中では、もう木嶋とは一緒にいられないという思いが湧き上がった。

　茉奈の紹介で知り合ったのもあり、まず彼女に伝えてからエスコートパートナーを断ろうと思っていたが、もう無理だ。

　こんなのは耐えられない！

「離してください！　い、イヤ──」

　大きな声を上げて拒もうとする。でもそれを遮るように、木嶋に唇を塞がれた。

　突然のことに、美都の思考も動きもぴたりと止まる。

　その隙を突かれて、木嶋の濡れた舌でぬちゅっと唇を舐められる。背筋に悪寒が走るほどの不快感と、冷水を浴びたような恐怖に襲われた。

　どうにかして逃げようとするが、もがけばもがくほど躯を締め付けられる。

　何をやっても無駄な努力にしかならない有様に、美都の涙腺が緩んでいった。

　イヤ、誰か……助けて！　このままでは、もう！　──絶望的な考えに支配されそうになった時、美都を雁字搦めにしていた腕の感触が一瞬にして消えてなくなった。

「……っ？」

　直後、何かが激しくぶつかる音が響き、続いて苦しそうに呻く木嶋の声が耳に届く。

　美都は恐る恐る目を開け、目の前で繰り広げられる光景を凝視した。

　逆光で顔はよく見えないが、見知らぬ男性がもがく木嶋の腕を背後で捻り上げ、もう一方の手を肩に置き車のドアに押さえ付けている。

「クソッ！　……離せ、あっ！」

　木嶋が訴えるが、男性は手の力を抜かない。武術に心得があるのか、関節を押さえて身動きできないようにしている。

　隙のない動きはとても見事。まるで、悪者を退治する戦隊ヒーローそのものだ。

　男性の登場の仕方や身のこなしに、美都の目が彼に釘付けになる。見も知らぬ美都を助けてくれた男性の度胸に、胸の高鳴りが止まらなくなっていった。

　美都の感覚が鈍ってぼんやりしてしまう中、木嶋が背後にいる男性に顔を向ける。

「離せ！」

「離せば、また彼女を襲うのでは？　嫌がる女に無理を強いるなど、男のするべきことじゃない。そう思わないか？」

「彼女は僕のパートナーだ。襲っていたのではない」

「そうなのか？」

　木嶋の腕を掴む男性が、美都に目を向けた。街灯の灯りが彼を照らし、初めてその素顔が露わになる。

　瞬間、美都の心臓が一際高く跳ね上がった。

　男性はゆったりした黒のチノパンを穿き、白いシャツの上にブルゾンを羽織っている。この辺りを行き交う若い男性と変わらない服装だが、美都の目を惹いたのは彼の容姿だった。

　服の上からもわかる鍛えられた体躯、日本人離れした深い彫り、そして獰どう猛もうな狼を想像させるアンバー色の瞳。金色に小豆色と銅色のまじった双眸は、相手の心を一瞬で惹き付けるほどの覇気があった。

　きっと目の前の男性に楯突く者には、容赦なく冷酷になる。でも、そうではない者に対しては、柔らかな眼差しを向けるに違いない。

　そう思うのは、男性の目元の表情が、木嶋と美都では明らかに違うからだ。

「君は、まだこの男のパートナー？」

「わたしは、彼とはもう──」

　美都は急いで答えるが、そこで男性の含みのある言い方に引っ掛かりを覚えて、口を閉じる。彼を窺うが、男性は美都ではなく木嶋だけを見ていた。

「美都！　そんな素性も知れぬ男を、僕たちの間に入れる必要はない。……さあ、その手を離せ」

「喜んで離しましょう」

　男性が木嶋の手を離すがそれでは終わらず、車のドアを開けて彼を車内へ押した。

「うわっ！」

「木嶋さん！」

　尻餅をつくように崩れ落ちた木嶋に、美都は思わず駆け寄りそうになる。でも、男性に腕を掴まれて、動きを封じられた。

「おいで。君を安全な場所へ送ってあげよう」

「……えっ？　送るって？」

「ま、待て！」

　木嶋が慌てて立ち上がるが、彼よりも早く男性が美都の手を引いて歩き出す。

　それがいけなかった。割れたコンクリートの窪みにピンヒールが引っ掛かり、思い切り足首を捻ってしまう。

「痛っ！」

　無様に転げなかったのは、男性が美都を支えてくれたお陰だ。

　そそっかしい姿を見せてしまったと羞恥に悶えるが、そんな美都を嘲笑うように足首がじんじんする。

　その痛みに、美都は顔を顰しかめた。

「最悪」

　思わず呟くと、男性が「失礼」と言って少し前屈みになり、やにわに美都をすくい上げるように腕に抱き上げた。

「えっ？　……キャッ！」

　美都の躯が浮いて脳がぐらっと揺れる。バランスを失う恐怖で、目の前の彼の首に片腕を回した。

　自分を抱く腕の力、生地を通して伝わってくる熱、フゼア系の香りが美都を支配していく。

　瞼を開けると、間近にある男性と目が合い、狼に似たアンバー色の瞳に射貫かれた。

　男性の素性など一切心当たりがないのに、目を逸らせられない。躯の芯に火が点き、じわじわと広がっていくような感覚に襲われる。

　美都の呼吸が浅くなるのにつれて、大通りの方から聞こえていた喧騒がゆっくり遠のいていった。

　目の前の男性だけにしか、意識が向かなくなる。

　美都は日本人離れした彼の顔立ちを見たあと、綺麗な双眸や真っすぐな鼻梁、薄いが柔らかそうな唇を目で追った。

　そこを指でたどりたい衝動に駆られて、美都の指先がむずむずする。

　男性に対して、こんな風に思う日がくるなんて……

　弾む心音を感じながら視線を上げていくと、美都を見つめる彼と再び目がぶつかった。

　心臓が縮み上がり、一気に下腹部奥に熱が集まって気怠くなる。

　男性はしばらく美都に観察する目を向けていたが、おもむろに歩き出した。

　その間、男性は何も話そうとはせず、傍に停めていた車のドアを開けて、美都を助手席に下ろした。

　自分だけを守るヒーローのような男性から目を逸らせられない。速くなる心拍すら心地いいと感じるほどだ。

　男性のすべてを受け入れてしまうほど、美都はポーッとなる。

　それほど美都の心は彼に傾いていたが、追いかけてきた木嶋がドアに手をかけるのを見て、我に返った。

「美都！　見知らぬ男と一緒に行ってはいけない！　なぜ僕がいると思う？　僕は、君の身を守るために──」

　必死の形相で美都に訴える木嶋の腕を掴んだ男性が、彼の鼻先で笑った。

「彼女を守る？　そのために貴方がいると？」

　男性は口元を緩めて問いかけるが、次第に表情を解き、冷たい目で木嶋を射貫いた。

「そう思っていたのは貴方だけだ。ただ、彼女に強制する真似をしなければ、俺が二人の間に入ることがなければ……もう少しそれを味わえただろうね。けれども、俺が二人の前に姿を見せた以上、貴方の役目はここで……ジ・エンドだ」

「えっ？」

　美都の息を呑む声が届いたのか、男性がちらっと視線を投げる。

「君の傍につくようになって、一ヶ月。できれば、姿を現さずにいたかった。それは、瀧川氏の希望でもあった」

　傍につく？　姿を現さない？　……父の希望？

　男性の言葉を何度も心の中で反芻して、美都は一つの答えを導き出した。

　この人は父の命を受けてここにいるのだ。

　でも、なぜ父が目の前にいる男性に美都の傍につくように頼んだのか見当もつかない。

　その件について美都が考えを巡らせている間に、男性が助手席のドアを閉めて、運転席に回って乗り込んだ。

「美都、僕の話を聞いてくれ。僕は、僕は──」

　木嶋が叫んでは、助手席のドアを開けようとガチャガチャ音を立てる。

　だが美都は、運転席に座った男性の存在が気になり、そちらに意識を向けられなかった。

「美都!!」

　美都の名を呼ぶ木嶋の声がこだまする中、男性が車を発進させる。

　車が幹線道路に入って流れに乗っても黙っていたが、美都はようやく面を上げ、車のテールランプを見つめる。

「教えてください。貴方の……ことを」

「俺は、樫野かしの翔しょう」

「樫野さん……」

「翔と呼んでくれてかまわない。俺は君が付き合ってきた上品な男共と違うのでね」

　抑揚のない口調で淡々と話す、翔。

　その言い方が気になって窺うと、翔は特に何の感情も抱いていない様子で運転していた。

「うちは身辺警護専門のボディガード会社だ。瀧川氏より依頼が入り、俺に娘のボディガードをしてほしいと頼んできた。一ヶ月前に契約を交わしたが、内容は些か特殊でね。それは、娘の前に出る必要はないということ。あくまで陰から見守る立場としていてくれればいいという話だった」

「そう、父が……」

　美都は膝の上に置いた手を強く握り、爆発しそうになる感情をぐっと堪えた。

　父に怒っているのではない。

　前触れもなく美都の前に現れて木嶋の手から救い出してくれたヒーローは、正義で行動に移したわけではないと知ったためだ。

　まだ出会ったばかりだというのに、声も出ないほど打ちのめされるとは思ってもみなかった。

　こんなにもショックを受けるなんて……

　その時、翔がこれまでと違う雰囲気で鼻を鳴らした。

　美都の躯が棒のように硬く強張るが、恐る恐る視線を翔に移し、不機嫌そうに嘲笑を浮かべる彼の横顔を窺った。

「まさか瀧川氏が予見したことが──」

　そこまで言って、翔が頭を振って言葉を濁らせた。

「これだからお嬢さまは……。自分の立場をわかっていないのか？　あの木嶋に限らず、君に近寄る男が何を望んでいるのかさえも!?」

　いつしか翔の声の調子が、美都を貶すものに変化する。

　最初こそ座席で身を縮こまらせていた美都だったが、次第に翔の物言いが癪に障った。

　それでも我慢していたが、翔に「本当に気付いていないのなら、君は大馬鹿者だ」と言い放たれると、もう我慢ができなくなった。

　美都は目をつり上げて、翔に突っかかる。

「バカ!?」

「ああ、そう言ってる。自分の行動が、相手を増長させているとわからないならね」

「わたしが、木嶋さんをそうさせたと言っているの？」

　気のある素振りなど一切取っていないのに、なぜ美都が責められなければならないのだろうか。

　襲ってきたのは木嶋だ。言いがかりにもほどがある！

　美都は言い返そうとするが、それを見越した翔が苛立たしげにハンドルを指で叩く。

　その仕草に気を取られていた美都の隙を狙うかのように、翔が先に口を開いた。

「そうだ。自分の武器を知っていて行動する女もいるが、知らず知らずに煽る女もいる。君は……後者だな。だからこそタチが悪い」

「何を根拠にそんな！」

「これまでの自分を振り返ってみるんだね。……君が先ほどのような目に遭ったのは、木嶋が最初ではないはずだ」

　美都は翔に言い負かされて、ぐっと奥歯を噛み締める。

　まさしく翔の言うとおりだった。

　木嶋にされたような無理強いは、過去に数回受けた経験がある。彼らは美都に好意を持っていないのに、大人の関係を強要し、瀧川家との繋がりを求めて行動を起こした。

　友達の域を逸した振る舞いをしたのは彼らで、被害者は美都。なのに、それさえも悪いのはこちらだと思われるのは心外だ。

「何も知らないくせに……っ！」

「ああ、知らない。だがこの一ヶ月、ずっと君を傍で見てきて、木嶋に対する態度を見て、わかったこともある」

　ちょうど信号で車を停止させた翔が、初めて美都に目を向けた。逆光でよく見えないが、時折明るく点滅するイルミネーションの光が、彼の半面を照らす。

　そこには何の感情も表れていない。ただ、アンバー色の瞳に鋭い何かが宿っている。

　まるで狼に睨まれた小動物みたいに動けなくなるものの、今までにないほど美都の心は滾っていた。

　すると、翔がおかしそうに片方の口角だけ上げ、前を向いてアクセルを踏んだ。

「君は、いろいろな面で初心だ。本来ならそういう心得を教えるのは家族だが、末っ子の君は甘やかされたようだね。異性に対してどう接するべきなのか、心の内を曝け出せる話し相手がいなかったのかな。そのせいもあってか、傍へ近寄る相手の……言葉を信用し過ぎる傾向がある」

「わたしは、そんな！」

「していないと？　よく言えるな」

　翔が再び嘲るように笑った。

「俺は瀧川氏と契約を交わしたボディガードと言った。でもそれが……嘘なら？　君を誘拐する目的で近づき、木嶋の手から君を連れ去ったとしたら？　身代金をせしめようとする悪党なら？」

　美都は慌てて外を見回し、景色や案内標識などから現在地を推測する。

　そこで初めて、車は自宅のある南麻布方面ではなく、六本木ヒルズを通り過ぎてさらに西に向かっていると知った。

「嘘を吐いたの!?」

　詰め寄る美都に、翔はころっと態度を変えて楽しそうに口元をほころばせた。

「ほらね。俺が言ったとおり、君は人を信用し過ぎる。それは、身の破滅にも繋がるんだよ」

　翔が車線変更して、南麻布の方へ方向を転換した。

　美都は、翔に自宅の住所を告げていない。それでも進路をそちらに向けられるのは、彼が美都の実家を知っているということ。

　つまり翔は、誘拐者ではない。本当に父と契約したボディガードなのだ。

　その事実にホッとしてもいいのに、翔のこれまでの不埒な言動と態度に、美都の胸のむかつきが収まらない。

　それは、車がタワーマンションのエントランスに入っても、煌びやかなシャンデリアで照らされる大理石のロビーを歩いても、セキュリティパネルで鍵を開けてエレベーターに乗る間も続いていた。

　とうとう痺れを切らした翔が、呆れ気味に大息した。

「おい、何を苛立ってるのか知らないが──」

「苛立っている？　そんな言葉では足りないわ。わたしを無能呼ばわりし、身の危険はすべて……わたしのせいみたいに言った」

「真実だろう？　図星を指されて苛立つなんて子どもだな」

「いつものわたしはこんな風じゃない！　人と言い争いはしない──」

　そこまで言って美都はハッとなり、夢から覚めたように目を見開いた。

　これまでの美都は、こんな風に大声を上げて感情を露わにしたことは一度もない。そうしたいと思っても、理性と世間体が勝ち、結果親戚たちが望む清楚で大人しいお嬢さまを演じていた。

　なのに、まさかここへきて自分を曝け出してしまうなんて……

　美都は呆然と目線を上げるが、翔の〝何の理由があって癇癪を起こすんだ？〟と伝える目つきに、雷に打たれたような衝撃を受けた。

　会って間もないのに、なぜ翔が正義から助けたわけではないと知ってショックを受けたのか、その理由がようやく呑み込めた。

　戸惑いつつも、知らず知らずの間に、恋に落ちていたのだ……

　初めて我が身に起きた、心からあふれ出る一筋の想い。

　その意味がわかった途端、美都の頬が喜びで緩んでいくが、次第に笑顔は萎んで消えていった。

　翔は父が美都を守るために雇ったボディガード。美都を助けてくれたのは、それが彼の仕事だからだ。

　もし美都が想いを告げたとしても、翔は本気にすらしないだろう。

　翔の美都に対する突き放す態度を見れば、恋に疎い美都にもわかる。この恋は、決して報われないのだと。

　ケンカ越しだった美都は、何も言えなくなって黙り込む。

　翔がそんな美都を不可解な目つきで見てきたが、声を発せられなかった。

「お帰りなさいませ、美都お嬢さま。……えっ、樫野さま？」

　長年瀧川家に勤める家政婦がにこにこしながら玄関に現れるが、翔を見て顔を強張らせる。彼女の様子を目にして、彼が家にも行き来しているのがわかった。

　知らぬは美都ばかり……

「お父さんは帰ってる？　書斎？」

「はい。リビングルームにお呼びして……お嬢さま？　お待ちください！　あ、樫野さま!?」

　美都は家政婦の呼び止めにも応じず、真っすぐ書斎へ行き、ドアをノックした。

「美都です」

「入りなさい」

　ドアを開けると、父がデスクに資料をいっぱいに広げて仕事していた。

「お帰り、美都。楽しかった──」

　父が満面の笑みで迎えてくれるが、意識が美都の背後へ移ると、その言葉尻が小さくなる。そして、気怠げにため息を吐いた。

「樫野くんが美都の傍にいるということは、予想していた事態が起きたというわけか。座りなさい。樫野くんも楽にしてくれ」

　ちらっと見ると、美都に張り付くように樫野が立っている。

　二人にソファを指す父に従い、一人掛けのソファに美都が、もう一方の二人掛けソファに翔が座った。

　なぜ翔を雇うことにしたのか、その説明を待つが、父は口を開こうとしない。戸惑いを隠せない美都を、ひたすら一心に見つめてくる。

　その空気に我慢できなくなり、美都は自ら口火を切った。

「お父さん。どうしてわたしに内緒でボディガードをつけたの？」

「今夜みたいなことが起きないようにするためだ」

「おかしなことを言うのね。……何があったのか、お父さんは見たの？」

「いいや。だが……」

　そこで父が翔をちらっと見て、美都に意識を戻す。

「何もなければ顔を晒さないはずの彼が、美都の前に姿を現した。となると、考えられるのは一つしかないからね」

　つまり、お父さんは木嶋さんがわたしを襲うとわかっていたの？　──そんな考えが脳裏に浮かぶが、美都はすぐに一蹴する。

　観察眼の鋭い父であろうと、木嶋が何かしてくると事前に情報を得られるはずがない。

「ボディガードなんて止めて。わたしには必要ない。お父さんも知っているでしょう？　わたしの友人には、親が会社を経営している人も多い。けれど、身近にボディガードをつけている人なんていないわ。親友の茉奈だってそうよ」

「美都。お父さんが根拠もなく、そういう行動に出たと思うのか？」

「じゃ、その理由をきちんと説明して」

　父は美都の問いに答えず、口籠もってそっぽを向く。

　その佇まいから、これ以上口を割るつもりはないという意志が伝わってきた。

　それでも諦められず、美都が「お父さん！」と詰め寄った時、翔が急に立ち上がってこれ見よがしに腕時計に目線を落とした。

「瀧川さん、このあとはどうされますか？　事前に交わした覚書きどおりに進めますか？　もしそうされるおつもりであるならば、迅速に準備を始めなければ、時間が……」

「そうだった！　ああ、そうしてくれ」

　父の了承を得た翔は会釈し、書斎を出ていった。

　呆気に取られた美都だったが、父と二人きりになると俊敏に立ち上がり傍へ駆け寄った。

「何？　何が起こっているの？」

「美都、樫野くんは今夜から我が家で暮らす。彼の存在を公にした場合、彼にはボディガード兼エスコートパートナーとして美都を守ってもらう約束をしていたんだ」

「お、お父さん!?」

「これ以上、お前を危険な目に遭わせたくないんだよ」

「危険？　危険って何？」

　美都は訊ねるが、返ってきたのは父の嘆息のみ。

　さらに、もう部屋に戻れとドアの方へ手を振る。美都がいくら甘えても無理だという意味だった。

　こうなると、父は決して口を割らない。

　美都は力なく肩を落としてドアへ向かうが、最後にひとこと言わずにはいられず、肩越しに父を振り返る。

「わたし……ボディガードなんて絶対に大反対だからね！」

　その後、父がどういう反応をしたのかは知るよしもない。

　美都は父の返事を聞かずにドアを閉め、自分の部屋に戻った。

　長風呂を楽しんだあと、花刺繍が施されたスリップドレスを着て肌の手入れをする。そして、今夜開かれたパーティの報告書を簡単にまとめたのち、寝支度をした。

　時刻は、もうすぐ０時になろうとしていた。

　書斎を出てからかなり時間が経っているにもかかわらず、まだ美都の胸の奥にあるもやもやが消えない。

「はあ……」

　美都は物憂げに立ち上がり、ベッドサイドのナイトランプを点けて部屋の灯りを消した。オレンジ色の淡い灯りが、部屋を優しく包み込む。

　美都はベッドに腰を下ろすとしどけなく横たわり、上掛けを抱きしめて目を瞑る。このまま眠れればと願うが、興奮しているせいで眠気など一切湧き起こらなかった。

　瞼の裏に浮かぶのは、消そうとすればするほど鮮明に色付く翔の姿。

　木嶋を簡単に締め上げた動きは、武術の型を披露するように流麗だった。日本人離れした容姿もそうだが、悪者を退治するヒーローみたいな彼に、自然と目が引き寄せられた。

　本当に素敵だった。

　でも翔が美都を助けたのは、父に雇われていたから……

　それを思い返すだけで、やるせない想いに駆られる。

「翔さん……」

「何？」

　突然聞こえた深みのある男性の声に、恐怖と喜びが一気に躯を通り抜けた。

　美都は凄い勢いで肘をついて上体を起こし、室内に目を走らせるが、部屋の隅は光が届いていないのでよく見えない。

「……翔、さん？」

　美都の囁き声が室内に響くと、闇から一つの影が動き、ライトが照らす部分に進み出る。彫りの深い顔や躯が露わになり、美都は喘ぐように息を吸い込んだ。

　もしやとは思っていたが、やはりそこにいたのは翔だった。彼は美都が横たわるベッドに近寄り、あろうことかそこに腰掛けた。

　美都は目を見開いて翔を凝視するが、彼は気にもせず手をついて上体を屈めてくる。

　あまりの近さに戸惑い、美都は翔の肩を乱暴に押し返した。

「女性の部屋よ！　ノックもせず、勝手に入る──」

　翔が手を伸ばして、断りも入れずに美都の唇に触れた。

「シーッ！　瀧川夫妻は寝室に戻ってる。リビングルームを隔てた向こう側が部屋とはいえ、大声を出せば起こしてしまう。だから静かに。いいね」

　美都は躯を硬直させながらも、小刻みに頷く。

　本当にそういう気持ちがあるのかどうかを確認するように、翔が美都の目の奥を探ってくる。

　視線を逸らさない美都の顔を見て、ようやく信じてくれたのだろう。

　美都に触れていた唇から、そっと手を下ろした。

「瀧川氏はきっと説明をはぶいたと思う。それで遅い時間だが、会いに来たんだ。まず、一つ目。俺の自室は隣……君の姉が嫁ぐまで使っていた部屋をあてがわれた」

「なんですって!?」

「二つ目。俺は君のボディガードだが、恋人としてエスコートパートナーも務める。すべて君を守るためだ。瀧川氏が危惧している件が遠のけば、俺の仕事はそれで終わりになる。君に……美都にとっては不快かもしれないが、しばらくの間は俺に従ってほしい」

　唐突に名前で呼ばれて、美都の下腹部の深奥がキュッと締まって熱が集まっていく。気怠くなる感覚に気付かないフリをして、美都は翔を睨み付けた。

「イヤと言ったら？　必要ないって言ったら？」

　美都を見る翔の瞳が、意味深長に光ったように見えた。

　まるで、獲物を狙い定めた狼そのものだ。

「どの口が言ってるんだか……」

　かすかに唇をほころばせた翔が、手を伸ばす。美都は躯を縮こまらせて彼を避けるが、簡単に顎を捕まれてしまう。

　翔の指が下へと滑り、喉元から鎖骨、肩紐を撫でて、胸の膨らみを覆う刺繍をたどった。

　自然と呼吸の間隔が短くなる。合わせて、翔の手を押し返すように胸が弾んだ。

「ほら、俺を見る美都の瞳が潤んでる。その身に起きる欲望に抗えないんだろう？　隠しきれずにいるのが伝わってくる。俺の見方は正しかったわけだ。傍にいる男たちは、この匂い立つ女の香りに我慢できなくなるんだな」

「わたしは──」

　言い返そうとした時、翔の手の甲が胸元の刺繍をかすめた。

　故意なのか、偶然なのか見当がつかないが、翔の指が乳房の中央で硬くなった突起に触れる。

「……っん！」

　全身が沸き立つような快感に、甘い吐息が漏れてしまう。

　こんな振る舞いは許さないと怒りを覚えてもいいのに、声が出てこない。

　それどころか、次はどんな行動に出てくるのかその瞬間を待ち望むように、美都の呼吸が浅くなり乳首がぴりぴりし出した。

　甘い吐息が唇から零れた時、翔が美都の胸元に置いた手を離し、柔らかな乳房の形をたどるように空に指を走らせた。

　実際には触れられていないのに、息をするたびにスリップドレスが動いて愛撫を受けている錯覚に陥る。

　美都の胸が早鐘を打ち始めると、翔が腰を浮かせた。美都の方へにじり寄り、唇を求めるように顔を近づけてくる。

「まさか、こんな風に男心を煽ってくるとは予想外だ。美都……」

　翔の息が口角をなぶった時、美都はその先を求めてかすかに唇を開く。

　すると、翔がクスッと声を漏らした。

　キスをするのかと思ったら、翔は美都の耳元に唇を近づけた。

「男にとって、その気にさせられるのは嬉しい。だが……これからは木嶋にではなく、俺だけにしておいてくれ。俺は恋人を誰かと共有する趣味はないんだ。ボディガードの延長上で、仕方なく君の恋人として振る舞わなければならないとしてもね。……では、また明日」

　翔は美都の肩を軽く叩いてベッドを下りると、振り返ってニヤリとした。

「明日からは退屈しない日々を過ごせそうだ。……もちろん美都とね」

　そう言い捨てると、翔が足音も立てずに部屋を出ていった。

　部屋がシーンと静まり返る。

　しばらくの間、美都は呆然となっていたが、徐々に自分が戻ってくると、躯を駆け巡る血が沸騰するかのように燃え上がった。

「あれがボディガード？　無遠慮な言動で近づいてきたあの男が!?　あんな人、わたしには必要ない！」

　美都は怒りで声を震わせて、ふんわりとした羽根枕を乱暴にベッドに叩きつけた。

　ボディガードらしからぬ不埒な態度で近づいたかといえば、美都が欲する甘い囁きで身も心も蕩かせてくる。

　なんてズルい男なのだろう！

　腸が煮えくり返るほど感情が暴れているのに、翔に触れられた部分から意識を逸らせられない。気にすればするほどやたらと熱くなり、野性的な瞳を思い出すだけで心が震える。

　美都の頭の中は、整理がつかないほどぐちゃぐちゃになっていた。

















第二章












　カーテンの隙間から射し込む太陽の光が、ベッドで眠る美都の顔に注ぐ。

　眩しさに顔を顰め、枕の上で髪を乱しては横を向き、もう一度眠ろうとする。昨夜は寝付きが悪く、ようやく眠りにつけたのは明け方だったためだ。

　しかし、美都の耳に聞こえる忙しなく動き回る家政婦の足音が、早く起きろと促してくる。

　美都は重たい瞼を押し開けると、ベッドに手をついて上体を起こした。

「うーん」

　両手を高く上げて伸びをし、寝乱れた髪を手櫛で梳く。ベッドを下り、椅子の背にかけたガウンをスリップドレスの上に羽織った。

　しっかり腰紐を結び、壁掛け時計に意識を向ける。

「もう七時三十分なのね」

　いつもの起床時間より三十分も遅いのに、誰も起こしに来ないなんて驚きだ。

　美都は洗面所で顔を洗い、髪の毛をバンスクリップで簡単にまとめるとダイニングルームへ歩き出した。

　奥から楽しげな話し声が聞こえてくる。

　朝食の時間にこれほどの笑いが起こるなんて、いったい何の話で盛り上がっているのだろうか。

　美都はドアを開けてダイニングルームに入り、すでに席に着いている両親と翔を見る。どうやら会話の中心は彼で、父も母も笑顔になっていた。

　両親を前にしても臆さない翔の立ち居振る舞いや、彼を家族の一員のように接する両親。

　その光景に自分だけ取り残されている気がして、美都の胸の奥がもやもやしていく。

　しかし癇癪を起こすわけにもいかず、無理矢理感情を抑え込んでテーブルに近づいた。

「おはようございます」

　挨拶する美都を、母がにこやかに迎えた。

「おはよう、美都。よく眠れた？　起こしに行こうかと思ったんだけど、樫野さんが〝昨夜はいろいろな出来事が重なって疲れてるから、今朝はゆっくりさせてあげてください〟と、言ってくれてね」

　信頼に値する人だわ──そう言いたげに目を輝かせて翔を見たあと、母は美都の手を取って椅子に誘った。

「そ、そう……」

　曖昧な返事をして、家政婦が並べてくれた美味しそうな和食を見つめる。

　アサリのお味み御お汁つけ、銀だらの西京漬け、ほうれん草のおひたし、そして温泉玉子。それらはどれも美都の大好物で、いつもならそそくさと手をつけるが、今朝は全然食欲が湧かない。

　意味ありげに美都を見つめる翔の眼差しが、気になって仕方がないせいだ。

　まず頭をすっきりさせたい。

「コーヒーをもらえる？」

「すぐにお持ちします」

　家政婦がいそいそとキッチンへ行き、コーヒーを淹れ始める。

　父と翔が何かを話し始めると、母が美都に顔を寄せて内緒話をし出した。

「昨夜は何があったのか、お父さんに聞いたわ。良かった……美都が無事で。これもすべて、樫野さんにボディガードをお願いしていたから防げたのよね」

「お母さん、その件だけど──」

　言いかけた美都に、母が戒める目を向けてきた。

「不本意よね。けれど、ボディガードを雇ったのは美都を守るためなの。お父さんとお母さんを信用して、樫野さんが傍にいることに慣れてちょうだい。いいわね？」

　母は美都に有無を言わせない姿勢で腕を軽く叩くと、さらに一段と声を潜めて口を開いた。

「あと、もう一つ。今日は仕方ないけれど、しばらくの間は……先に着替えをして朝食の席にいらっしゃい。樫野さんもいるんだから、そこは気を付けないと」

　母に指摘されて、美都の頬が羞恥で染まっていった。

「明日からは気を付けます」

「ええ、そうしなさい。仕事で住んでくださる樫野さんには、迷惑をかけないようにしないとね」

　仕事の話をするためなら、勝手にわたしの部屋に入ってもいいの？　──そう言いたいのを堪え、素直に「はい」と母に返事して翔に目線を向ける。

　すると、すでに父との会話を終えていた翔と目が合った。彼はコーヒーを飲みながら、意味深に目を細める。

　それだけで美都の心が騒ぎ、同時に苛立ちも生まれた。

「美都お嬢さま、どうぞ」

　家政婦がテーブルにコーヒーカップを置く。

　美都はこれ幸いとばかりに、翔から目を逸らして淹れ立てのコーヒーを飲んだ。

　しばらくして、出社の準備を始める父と母が席を立つ。

「美都、しっかり食べなさい」

　朝食に手をつけない美都の皿を見た父がひとこと告げ、母と一緒にダイニングルームを出ていった。

　翔も続くかと思ったが、なぜかその気配がない。

「美都」

　名前を呼ばれて、美都は仕方なく手にしたコーヒーカップを下げた。

「何？」

「君がフレックスタイムで出社しているのは知ってる。そのため、君の行動には一貫性がない。それでは俺が困るんだ。美都、今後出掛ける時は必ず俺に話してくれ。もし俺を避けて行動するようであれば、俺は君の傍に始終張り付く」

「なっ！」

　戸惑いの声を上げる美都を制するように、突如翔が立ち上がる。彼は頬を緩めながら美都の傍に近づき、背後に回って両肩に手を置いた。

　美都の躯がビクッとなる。そうなると気付いていたとばかりに、肩を上から押さえ付けてきた。

「もし美都が、俺に傍にまとわりついてほしいなら、避けてくれてかまわないけどね」

　翔の深い声音で耳孔をくすぐられて、躯が疼いた。乳首が硬く尖り、生地に擦れると痛いほどになっていくのがわかるほどだ。

　何も答えられずにいると、さらに翔が美都の肩を掴む手に力を込めてきた。

「いいね？」

　数秒後に手を離した翔は、一度も振り返らずにダイニングルームを出ていった。

「こんなの……こんなのって！」

　美都が勢いよく立ち上がると、驚いた家政婦が入ってきた。

「お嬢さま？　お呼びですか？」

「い、いいえ。……せっかく作ってくれたのにごめんなさい。今朝は、ちょっと食欲がなくて」

「もしや風邪ですか!?　すぐに蜂蜜生姜湯を作ってきます！」

　キッチンへ戻ろうとする家政婦の腕を、美都は咄嗟に掴んだ。

「違うわ！　風邪なんてひいてない。その……まだ、この状況についていけてないだけ」

　美都は家政婦に、先ほどまで翔が座っていた席と、彼のコーヒーカップを見つめる。

　それを目で追った家政婦はホッとした面持ちで頷き、美都の腕を優しく叩いた。

「いきなり聞かされて驚きましたよね。ですが、これからは、お傍に樫野さまがおられる環境に慣れていきますよ。もう一人のお兄さまができたとお思いになれば、少しは心が晴れるのでは？」

「そう簡単にいくなら、こんなにも心を乱されないわ」

　ボソッと呟いたあと、美都は家政婦に「そうね……」とだけ返事し、部屋へ戻った。

　自分だけの空間に戻れば、少しは心を落ち着かせられるかと思ったが、頭の中がぐちゃぐちゃで、上手く整理ができない。

　美都は引き寄せられるように、火照って疼く自分の肩に手を置く。

　しばらくの間、そこに残る翔の重みを感じていたが、程なくして力なく手を下ろした。

「シャワーを浴びて、頭の中をすっきりさせよう」

　美都は無気力のまま部屋を出て、バスルームへ向かった。

　着ているものを脱ぎ捨てて髪の毛をまとめると、ガラスドアを開けた。シャワーブースに入り、熱い湯を全身に浴びた。

「気持ちいい……」

　知らず知らずのうちに筋肉が強張っていたのだろう。肌を打つ水流の強さと熱めの湯が、美都の緊張を和らげていく。

　しばらくの間シャワーの下に立ち尽くしていたが、ラベンダーの香りがする泡立ったボディソープを手のひらに出し、何度も素肌に手を滑らせた。

　大好きな香りに包まれるにつれて、幾分気持ちも落ち着いてきた。

「大丈夫、いつものわたしを取り戻せるわ」

　だが、目を閉じてしまったのがいけなかった。

　肌を這って伝い落ちる水滴は翔の指を、湯気は彼の吐息を連想させる。

　拍車をかけるように、ラベンダーの香りが美都の欲望を焚き付ける濃い匂いに変わった。

　美都はカッと目を見開き、シャワーを止めた。

「考えてはダメ。そうするだけ無意味なのよ！」

　あの人は、絶対に美都を見ない。父に雇われている彼に何かを期待しても、結局は空しさだけが残る。想いを傾けるだけ時間の無駄だ。

　美都は何度も自分に言い聞かせるが、そうすればするほど〝なぜ？〟という心の声が響いてきた。

「本当のわたしを見てくれないからに決まってるでしょう！」

　どうしてわからないのよ！　──と自分に腹を立てて地団駄を踏むが、心のもやもやが薄れることはなかった。

　これでは、せっかくのリラックスタイムが台無しだ。

　もう出ようと思い、美都はシャワーブースのドアを開けて勢いよく出ようとする。

　それがいけなかった。注意力散漫になったせいで、飛び散った泡に足を取られてしまった。

「きゃあぁぁ！」

　反射的にガラス壁に手を伸ばして重心を立て直そうとするが、空を切るのみ。

　美都は躯を支えられず、つるっと滑って思い切りタイルに尻を打ち付けた。

「……痛っ」

　強い痛みに思わず顔を顰める。転こけたのは自分の失態なのに、美都の中でどんどんイライラが募っていった。

「もう！」

　苛立ちを隠さずに大声を出したまさにその時、脱衣所に続くドアが乱暴に開き、顔を引き攣らせた翔が現れた。

「な、何!?」

　美都は腕で胸を覆い、膝を立てて黒い茂みを隠す。

　この状況が異様だと認識しているはずなのに、翔は裸体で尻餅をつく美都の姿を見ても顔色を一切変えず、不法侵入者を捜すみたいに周囲を見回す。

　その後、問題がないとわかると美都の傍へ近寄り、膝をついた。

「また足首を捻ったのか？　昨夜からドジばかりだな」

　翔が美都の足首を掴み、異常がないか確かめるように触れる。それだけで美都の躯が敏感に震え、唇がわなわなし始めた。

「は、裸なのよ！　出ていって！」

　美都は激しく怒鳴るつもりだったが、感情的に声が甘くかすれてしまう。

　自分の声とは思えない誘うような声色に身震いするが、翔は気にも留めない。それどころか、おかしげに鼻で笑った。

「女の裸は見慣れてるから気にしなくていい。若い学生なら、魅力的な女の裸を見て性欲に支配されるかもしれないが。でも──」

　そこで翔が意味ありげに口を閉じ、美都の躯を舐めるように視線を上げていく。彼のアンバー色の瞳が美都を捕まえると、一瞬にして煌めいた。

「今は、少し……木嶋の気持ちがわかるな」

「木嶋、さん？」

　そこでなぜ木嶋の名前が出るのかわからず、美都は思わず囁く。すると彼がそれ以上聞きたくないという風に、美都の口を手で覆った。

　胸に鋭いもので貫かれるような衝撃を受けて目を見開く美都だったが、翔も同じだったようで、これまで見たことのない表情を浮かべていた。

　だが早々に我に返った翔はおかしそうに笑い出し、美都から手を離すと立ち上がる。脱衣所に入り、パイル地のガウンを手にして戻ってきた。

　それを開くと、美都の肩に掛けて裸体を包み隠した。

「立てるか？」

「……ここから立ち去ってくれたら」

　強気な態度の美都に、またも翔は愉快そうに噴き出す。

　貶されたような気がした美都は、さらに語気を強めて「早く出ていって！」と急き立てた。

「わかった。俺も着替えなければならないし」

　翔が立ち上がって濡れたチノパンを見下ろしたあと、美都の裸など見なかったとばかりに出ていった。

「いくら女性に不自由していないからといって、裸体を見ても動じないなんて」

　美都は翔が見せた余裕綽しゃく々しゃくな言動に腹が立って仕方ない。なのに、躯は彼を求めて高まっているのも事実だった。

　思い返すだけで、細胞の一つ一つが小躍りするように心が舞い上がる。

　もういい加減にしなければ……

　いくら美都が翔への想いを募らせても、彼は父に雇われたボディガード。決して報われないのだから。

　でも翔を見るたびに、美都の想いは彼へと向けられる。自分の意思では絶対に止められない。

　それならば、いったいどうやってこの想いを消せばいいのだろう。

　美都が額に手をついてうな垂れた時、あることを思いついてハッと顔を上げた。

「そうよ……。離れたらいいのよ。翔さんを見なくなれば、わたしのこの気持ちも消えてなくなる」

　この時、美都は初めて翔を辞めさせようと決心した。

　心に刻むように羽織ったガウンの腰紐を結ぶと、痛めた足を引きずって自室へ戻った。
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　決意を実行するために、美都は翔を避ける行動に移った。

　美都の主な仕事は、父の名代としてパーティに出席することなので、出社時間と退社時間は毎回バラバラだった。

　それを逆手に取り、美都は翔を引っ掻き回し始める。

　前もって「十六時に会社を出ます」と連絡しては、何度も翔を置いて先に帰った。

　また、立ち寄った美容室の裏手から逃げ出したり、嘘を吐いて友達と出掛けたりして、毎日翔を振り回した。

　翔が〝こんな我が儘お嬢さまのボディガードなどやっていられるか！〟と怒り、父に直談判して契約破棄への運びになるのが狙いだった。

　なのに翔は、いくら美都が好き勝手に行動してもめげず、怒りもしない。それどころか、日増しに楽しそうな態度を取る。

　しかも美都を見る目は輝き、まるで面白いおもちゃを見つけた子どもみたいだ。

「ちょっと、美都。あたしの話を聞いてるの？」

　美都はハッとなって顔を上げ、こちらを訝しげに見る茉奈を見た。

　海外出張から帰国した茉奈との時間がようやく合い、二人で夕食に出掛けていた。

　閑静な郊外の一軒家を改装した、イタリアンの店。

　本場の名のあるレストランで修行した日本人シェフがオーナーで、料理の味はさることながら、ゆったり過ごせる雰囲気も評判だった。

　そのような場所に気心知れた茉奈と一緒に行けるだけで楽しく、他のことなど考える余地もないはずなのに、美都の頭の中は翔のことばかり。

「ごめんね。サワジュエリーのパーティで茉奈と会って以降、いろいろあって……」

　美都が力なく告げると、ジェラートと焼き菓子のカンノーロ、そしてラズベリーとブルーベリーで飾られたティラミスのドルチェプレートを堪能していた茉奈の手が止まる。

「木嶋さんの件？」

　名前を出されて、美都は木嶋のことなどすっかり忘れていたと気付いた。

　そもそも茉奈と会う理由は、その件もあったのに……

「ごめんなさい。せっかく茉奈が木嶋さんを紹介してくれたのに」

「何？　深い関係を持ちたいって迫られたの？」

　美都は素直に頷く。

「わかってるの。わたしに近づく人は、わたし自身を見てくれないって。だけど、わたしはどうしても──」

「割り切ったら楽なのに。……ねえ、美都。誰だって貴女の家のことを知ったら、まずはどうにかして縁を持ちたいって思うものよ？　そこから本物の愛に変わることだってある。その後上手くいくかどうかは、美都自身の問題よ」

「言ってる意味は理解できるけど、わたしを何とも思っていないのに、なぜ迫ってくるのかわからなくて」

「男は皆そういうものよ！」

　茉奈が鼻を鳴らすと、カンノーロを掴んで口に放り込む。さらに、残っていたティラミスもペロッと胃に収めた。

「だから女が賢くならなきゃ。逆手に取るのよ。男を手のひらの上で転がすようにね。あたしたちは、そうできて初めて……愛を手に入れられる」

「手のひらの上で……」

　手を目の前に出しそこを見つめる。

　美都の脳裏に浮かぶのは木嶋ではない。出会った当初に見せていた卑屈な笑いをする翔ではなく、美都を見ては楽しくて仕方がないと笑顔になる彼だった。

　美都は、何とかして翔を貶めようとしているのに……

「美都には、木嶋さんのようにおっとりした男性がいいかなって思ってたのに。ねえ、彼にはもうエスコートを頼まないの？」

「えっ？　あ……うん。あの日以降、木嶋さんには連絡を取っていない」

　携帯には連絡が入るが、美都は決して木嶋と話そうとしなかった。

　木嶋との関係の修復を望んでいないのもあるが、彼と最後に会って以降、美都の頭の中は翔をどうするかでいっぱいだったせいだ。

「じゃ、今は誰にエスコートしてもらってるの？　まさか、一人で出席してるだなんて言わないわよね」

　茉奈がテーブルに肘を置いて前屈みになり、訝しげな眼差しを投げてきた。

　美都は曖昧に肩をすくめると、それ以上の追及を避けるためにカップを持ち上げ、温くなったコーヒーを飲んだ。

　そんな美都の様子に、茉奈が大きなため息を吐いた。

「本当は恋人を作るのがいいんだけど。どうする？　次のパートナーを紹介する？」

「今はいいかな。どうしても必要な時は……その、相手をしてくれる人がいるし」

　美都は言い訳するように、もごもご話す。

　相手は誰なのかと問い詰められるのも覚悟したが、意外と茉奈は興味を示さない。何度も腕時計にちらちらと視線を落としていた。

「そう。じゃ、必要になったらまた教えて。できれば、あたしが海外へ行っていない時にね」

「ありがとう、茉奈」

「木嶋さんも、バカね……。あれほど忠告したのに」

　茉奈は苦笑しながら脇に置いたクラッチバッグを手に取り、クレジットカードを取り出してテーブルに置く。

　店員がそれを取って清算の手続きを終えると、席を立つ茉奈に美都も続いた。

「ありがとうございました。またのお越しを心よりお待ちしております」

　店員の挨拶を受けて、茉奈と一緒に外へ出る。

　肌を刺す冷たい風に美都の躯がぶるっと震えた時、遠くから漂ってくる銀杏の香りが鼻を刺激する。

　自宅近くにある銀杏並木の葉も黄色く色付き始めているが、まだ銀杏の実は落ちていない。自宅よりこちらの方が気温が低いのだろう。

「さあ、今夜はこれでお開きにしましょう。まだ時差ボケが続いてるっていうのもあるけど──」

　言いにくそうにもじもじする姿を見て、美都はピンッときた。

「恋人に会いに行くのね」

「ごめんね。実は今夜は、彼のマンションに泊まる予定なの」

　先ほどから時間を気にしているのは、そのせいだったのだ。

　美都は幸せそうな茉奈を羨ましく思いながら、大丈夫だと彼女の腕に触れた。

「わたしが誘ったせいね。ごめんね、時間を取らせてしまって」

「何を言ってるのよ！　あたしと美都の仲でしょ。まあ……学生だった頃とは違って、なかなか一緒に遊べないけど」

「でも、こうして時間を作って会ってくれる。それで充分よ」

　二人は学生時代に戻ったかのように腕を組み、微笑み合い、楽しそうに小突き合って、幹線道路に向かって歩いた。

　十数分後、茉奈は大通りを走る空車のタクシーを見つけて手を上げる。

「月末にファッションショーが開かれるでしょ？　美都……行く？」

「うん、わたしが名代で行く予定を立ててる。瀧川の生地を使ってくれてるご縁があるから。……茉奈も？」

「招待状はもらったんだけど、あたしは行けるかわからないの。もし行けなかったら、注文しておいてくれる？　もちろん、あたしの好きそうな新作に限るけどね」

「わかった」

　そう返事した時、タクシーが停まりドアが開いた。

　茉奈が「途中まで一緒に乗っていく？」と訊ねてきたが、美都は拒んで彼女に早く乗ってと促す。

「わたしのことは心配しないで。ほら、さっさと彼氏のところへ行きなさい」

　茉奈の背を押すと、彼女は申し訳なさそうな表情を浮かべてタクシーに乗り込んだ。

「じゃ、またね」

　白い歯を零す茉奈が手を振るとドアが閉まり、タクシーが走り出した。

　美都はしばらくその場で見送っていたが、茉奈の乗ったタクシーが見えなくなると一息吐いた。

「彼氏か。いいな、羨ましい……」

　愛する人に愛される茉奈の幸せを分けてもらいたいな──と思った、その時だった。

　美都の目の前に、一台の車が停まる。

　不意に助手席のドアが開いて心臓が縮み上がるほど驚いたが、運転席に座る男性を確認した途端、美都は唇を引き結んだ。

「帰るんだろう？　早く乗ってくれないか」

　そこにいたのは、全身黒ずくめの服装をした翔だった。彼は顎で早く乗れと促す。美都が拒むとは到底思っていない仕草に、余計に腹が立った。

　だが、そんな美都の反抗心が手に取るようにわかるのか、翔が凄みを利かす。

「言っておくが、逃げようとしても無駄だ。歩道を歩く人たちの前で俺に腕を掴まれ、乱暴に車に押し込まれるだけだ」

「でも、わたしが騒げば──」

「瀧川氏の顔に泥を塗ることになる。さあ、恥をかくのはどっちだ？」

　酷い言い方に、反論できない。

　これもすべて、美都が家族に迷惑をかけたくないと知っているから言える言葉だろう。

　奥歯を噛み締め、手にしたクラッチバッグが変形するほど指に力を入れる。

「さあ」

　とうとう美都は折れるが、翔の言いなりになるのは願い下げだと、助手席のドアを閉めた。その代わりに、後部座席のドアを開けて乗り込む。

　すると、翔が大声で笑いながらアクセルを踏み、車の流れに乗った。

「本当、美都は俺を楽しませてくれる。こんなことは初めてだよ」

　楽しませているわけではない。なのに、何をしても怒らないなんて……

　そこでふと、なぜここに翔がいるのかと不思議になる。

　今夜はあくまでプライベート。翔には何も話していない。言ったのは、両親にだけだ。

　バックミラー越しに見える翔の顔を凝視していると、彼が意味ありげに口角を上げて、美都に焦点を合わせた。

「俺に言いたいことでも？」

「どうしてわたしの居場所を知っていたの？」

「理由を知りたいと？　俺の存在意義を覚えているのなら、別に説明しなくても自ずと理解できると思うが？」

　翔の存在意義──それは美都を守るために父が秘密裏に雇ったボディガード。常時傍に張り付き、警戒を怠らず。何かあれば身を挺して雇い主を助けるのが務めだ。

　そこで美都は息を呑み、ハンドルを握る翔の横顔を見つめた。

　常時傍に張り付く？　警戒を怠らない!?

　まさか、そんな……！

　美都は大きく目を見開いた。

「もしかして、これまでもずっとわたしのあとをつけてたの？　翔さんとの約束を破ったり、嘘を吐いたりもしたけど、あの時もずっと？」

「言っておくが、俺は美都の前に姿を現す以前から、君の傍にいた。つまり……？」

　美都は脱力すると、天を仰いだ。

　これでようやくわかった。翔を欺し、撒いた気でいたが、すべて筒抜けだったのだ。

　だから翔は、美都が何をしても楽しそうにしていた。

　車の揺れに身を任せながら、美都は膝の上に置いたクラッチバッグをきつく掴む。

「別に怒ってはいないから、心配しなくていい。どちらかといえば、俺は美都の傍で仕事ができることに満足してる」

　それ以降、翔は何も言わずに南麻布へ車を走らせた。

　車がマンションの駐車場に停まっても、自宅の部屋に戻ってソファに座っても、美都は翔の言葉をずっと反芻していた。

　そして、茉奈が美都に話した〝逆手に取るのよ。男を手のひらの上で転がすようにね〟という言葉を頭の中で繰り返す。

「これまでの嫌がらせは、すべて丸裸にされていた。じゃ、わたしが翔さんの予想に反した行動に移せば？　今度こそ怒って、契約を破棄してこの家を去るのでは？」

　そう口にした途端、美都の脳裏にある考えが浮かんだ。

　でもそれは、決して良い行動とは言えない。下手すれば、翔に蔑まれる可能性がある。

　美都に向ける軽蔑の目を想像するだけで胸が締め付けられるが、思い切った態度を取ることで、不本意ながらも初めて心を寄せる相手に愛されるのではないだろうか。

　生唾をごくりと呑み込んだ美都は、震える手に視線を落とし、何かを掴むようにぎゅっと握り締める。

「もうそれしかない……」

　美都は不意に立ち上がるとクローゼットを開けて、奥から新品のスリップドレスを取り出した。

　それは、学生時代に茉奈からバースデープレゼントでもらった、胸元をリボンで結ぶ仕様のドレスだ。

　リボンを解けば簡単に乳房が露わになる少しエッチなもので、当時、これを着て恋人との興を楽しんでと言われた。

　恋人のいない美都にとってはまったく不要な代物だったため、ずっとクローゼットに吊るしていたが、まさかこれを使う日が訪れるなんて驚きでならない。

　美都は感慨深い面持ちで着替えをベッドに広げると、ガウンを持ってバスルームへ向かった。

　躯を綺麗にしたあとはすぐに部屋に戻り、大好きな香りのボディクリームを肌に塗る。耳元と胸元、脇や大腿には、念入りに擦り込ませた。

　シルク地のスリップドレスを身にまとい、緩やかに巻いた髪を背に流すと、美都はじっと姿見に映る自分を見つめる。

「よし！」

　活を入れると、美都は自室を出て翔の部屋の前で立ち止まった。

　数回深呼吸をして気持ちを落ち着けたのち、ドアをノックせずに静かにそこを開けた。

　翔は肘をつく形でベッドに横たわり、雑誌を眺めていた。かすかに不敵な笑みを浮かべるものの、雑誌のページを捲る手を止めない。

　このあと、どういう行動を取ればいいのだろうか。

　このまま立ち止まっているわけにもいかず、ゆったりとした足取りを心掛けて、翔のいるベッドへ歩き出す。

　静かな部屋に響き渡る衣擦れの音が、美都を緊張させるが、気にしたら駄目だと言い聞かせて、ベッドの傍で立ち止まった。

「翔さ──」

「男の部屋に入る意味を理解しているのか？　それ以上俺に近寄るんじゃない。俺が引いたその線を……踏み越えれば、容赦しないぞ」

　翔が美都とベッドの間を目で示す。ベッドに座ろうとする美都は出鼻を挫かれたが、ここでまごつけば、簡単に追い返されてしまうのもわかっていた。

　最初こそ虚勢を張ろうとしたが、策を講じずに素の自分で向き合うのが一番だと改める。

　翔は美都の考えが読めるらしいが、それは彼の裏をかこうと企てた時のみ。飾らない自分で接すれば、彼の意表を突ける。

　今こそ、いつもの美都で翔と対峙するべきだ。

　美都は翔の言葉に従わずベッドに腰掛け、英語で記された雑誌に目をやる。すると、翔が雑誌を裏返しにして、美都の腕を掴んだ。

「あっ！」

　引っ張られて重心が傾き、翔に思い切りしな垂れかかる。柔らかな乳房が翔の胸板で潰れ、大腿が彼の逞しい下肢に触れた。

　衝撃を受けた時はすでに遅く、美都の躯は血が沸騰したかのように熱くなっていた。

「言ったのに……。容赦はしないと。男の自制心を試すと、身を滅ぼすぞ」

「それでもかまわないって言ったら？」

　美都の言葉に、翔がぷっと噴き出す。戸惑う美都の頬に触れ、優しい手つきで撫で下ろした。

「俺が美都に手を出したと、瀧川氏に言うつもりか？」

　美都は見事に心を見抜かれて、目を見開いた。

　しかし、その裏に隠された真実など、翔は絶対に気付かないだろう。

　初めて好きになった相手と、一度だけでいいから結ばれたいという願望が根底にあるということを。

　軽く目を伏せる美都に、翔が指を滑らせる。そっと目線を上げると、顎を掴まれた。

　美都を見つめるアンバー色の瞳が煌めく。その光に魅了されて瞬きもせずに見つめていると、翔の片腕が美都の背に回された。手がわずかに上へ滑り、二人の距離が縮まる。

　お願い、この一夜だけ……！

　翔の歪みのない鼻梁、形のいい唇に視線を落とし、再び彼と目を合わせる。磁石のＳ極とＮ極が引っ付き合うかのように、彼の方へ上体を傾けた時、二人の唇が重なった。

「……んぅ」

　男性を誘う喘ぎが漏れた時、より一層翔の口づけが深くなる。

　星の煌めきに似た歓喜が、美都の全身を包み込む。中心で燃える熱が、瞬く間に四肢にまで広がっていった。

「策略にハマってやろう」

　キスの合間にそう囁いた翔は、美都の柔らかい唇を何度もついばみ、角度を変えては唇を貪る。堪らず唇を開くと翔の舌が挿入され、口腔で我が物顔に蠢く。

　吐息さえも自分のものとばかりに、美都を抱きしめる翔の腕に力が込められた。

　激しく口づけを交わすうちに、体温で温められたラベンダーの香りが、美都の躯を包み込む。それは濃厚で、艶っぽい匂いへと変わった。

　自然と乳房は張り詰め、硬くなった頂も敏感になる。双脚の付け根もずきずきし、湿り気を帯びていった。

　このまま翔の腕に包まれて、何も考えずに愛されたいと願う美都の目から、喜びの涙が零れ落ちる。

「んふ……ぁ、は……っ」

　我を忘れて、翔のキスに没頭する。

　美都を貪る口づけはとても巧みで、心の奥に秘め続けた想いがどんどん暴かれていく。

　愛して、女性としてのわたしを求めて──と伝えるように、美都は自ら唇を動かす。

「しょ……う、さん。わたし……っ、んんぅ！」

　途端、翔が二人の位置を入れ替えて、全体重をかけてきた。好きな人に組み敷かれる喜びと、燃えるような体温に、美都の躯が震える。
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　一度だけでいい。好きな人に愛される悦びを教えて……

　美都が翔の背に回した腕に力を込めた時、いきなり彼がベッドに肘をついてキスを止めた。

「い、イヤ、止めないで」

　すっかり翔の愛戯に骨抜きにされた美都が、恥も外聞もなく懇願する。

　すると、翔がクスッと艶のある笑みを零してベッドを下りた。そして、呆然となった美都を両腕ですくい上げる。

　美都は堪らず翔の首に手を回して、上半身を逞しい胸板に押し付けた。

「翔さん……」

　美都は翔の名を囁き、唇を求める。嫌がらずにそれを受け止めた彼は、美都の口腔に舌を突き込み、激しく絡め合わせた。

　翔はそのまま歩き出して部屋を出るが、美都の意識は目の前にあるキスにしか向かなくなる。くちゅくちゅと音を立てては吸われているのに、他のことなど考えられるはずもない。

　情欲に似た激しい衝動に突き動かされた美都は、彼の襟足を愛撫しながら深い口づけをしようとする。

　ちょうどその時、翔が美都をどこかに下ろした。

　美都は尻と背中にあたる柔らかな感触に驚きはしたが、そこが美都のベッドだとわかると躯の力を一気に抜いた。

　もしかして、美都の緊張を和らげようと思って部屋を移動したのだろうか？

　美都は目に欲望を宿して翔を見上げると、彼が美都の額や頬、唇にキスを落とした。

「さあ、ゆっくり休むんだ。……おやすみ」

「……えっ？」

　翔は美都の問いかけに答えず、何事もなかったかのように部屋を出ていった。

　静まり返った部屋に、美都の弾む息遣いだけが響く。

　いったい何が起こったのか見当がつかないままベッドに横たわり、美都は見慣れた天井を呆然と見つめていた。

















第三章












　──一週間後。

　美都は翔の運転で、ガーデン挙式などに使われる横浜の一軒家に来ていた。

　今夜、この場所で有名ブランドバッグのショーが開催される。

　そこにはすでに広告代理店や広告塔の外国人スーパーモデル、メディア関係者などがおり、ごった返していた。

　今回のショーは、庭園にあるプールを突っ切るような形で作られたランウェイで行われる。陽が落ちれば一段と寒くなるのに、わざわざ外でショーを行うのには理由があった。

　気温が低くなればなるほど空気が澄み、ライトの光がモデルに届きやすくなるからだ。

　そうなれば、バッグに染色された本来の色味や形がより鮮明に目に飛び込んでくる。

　当然それを狙う主催者側の意図を理解しているが、やはり外でのショーだと招待客は辛いだろう。

　美都もそうだった。腰よりも高い位置で切り換えの入った膝上のワンピースに、ファーマフラーを巻いているが、空気の冷たさが身に染みてくる。

　美都は指でパールのネックレスを弄びながら、それとなく腕を腰に回して暖を取っていると、バーカウンターに寄っていた翔が近づいてきた。

　翔はノンアルコールビールとシャンパンを両手に持ち、後者を美都に手渡す。

「ありがとう」

「寒くないか？」

「大丈夫よ」

　強がりを口にするが、美都の考えはすべてわかっているのか、翔はスマートな所作で美都を引き寄せて、自分の体温を分け与えるように腰を抱いた。

　翔に触れられた瞬間、下腹部の深奥が疼き、じりじりと焦げるような熱が生まれる。それが四肢にまで広がっていき、躯が熱くなってきた。

　今夜の翔はエスコートパートナーとして気遣ってくれているが、そうされればされるほど隣に立つ翔を意識せずにはいられなくなる。

　美都は伏し目がちに窺うと、それに気付いた翔が息を凝らすようにじっと見つめてきた。

「うん？　どうした？」

　翔の美都を気にかける言葉だけでなく、もの柔らかな口調に、彼への慕情が雲のようにふわふわと湧き起こっていく。

　これではいけないと思い、美都は一歩足を踏み出して翔と距離を取った。

「ここにいて。知り合いを見かけたら、先に挨拶してくる」

「一緒に行こうか？」

「ううん！　一人で大丈夫。またあとでね」

　翔が美都に優しく接するのは、ボディガードの延長上。そこに、美都への想いがあると勘違いしてはいけない。

　美都は無理に微笑んで翔の傍を離れ、馴染みの令嬢や、仕事上の付き合いがある取引先と挨拶を交わした。

　そうしながらも、美都は男性たちに話しかけられて談笑する翔を盗み見する。

　知り合いなどいないはずなのに、翔はどこかの子息のように優雅に接していた。しかも彼の周囲には、人が集まり始めている。

　いったいどこから社交術を学び、紳士的な立ち居振る舞いを覚えたのだろうか。

　翔は本当に不思議な男性だ。

　あの夜のことも──と考えながら、翔の部屋に入って彼と何度も口づけを交わした行為に思いを馳せる。そして、激しくキスした名残を探すように唇に触れた。

　翔の真意は、いったいどこにあるのだろう。

　美都は物思いにふけりながら、再び周囲と馴染む翔の姿を眺めた。

「今夜のショー、とても楽しみね。来春の新作バッグはどういう流行色になるのかしら。気に入ったのがあればいくつでも注文するつもりよ！　瀧川さんもでしょう？」

「えっ？　……あっ、そうですね」

　美都は我に返ると、失礼にならないようににっこりして相槌を打つ。

「ねえ、それより、今日のお連れの方はどなた？　どちらの令息なの？　お顔は日本人離れしていて……クォーター？　モデルなのかしら？　とても洗練されていらっしゃるわ。ねえ、紹介してくださらない？　是非、お近づきになりたいわ」

　うっとりした表情で翔を見つめながら、質問攻めをしてくる女性に、美都はあたふたする。

　ボディガードの翔をエスコートパートナーにしていると知られたら、周囲からいったいどう思われるだろうか。

　何か事件に巻き込まれていると勘違いする人も出てきて、結果的に会社に多大な迷惑をかけることになるかもしれない。

　恐怖のあまり躯がぶるっと震えるが、美都はあることに気付いて小首を傾げた。

　翔が美都のエスコートパートナーになれば、彼の素性が明らかになるかもしれない恐れはあったはずだ。にもかかわらず、なぜ父は彼を傍につけたのだろうか。

「瀧川さん、ねえ──」

「ごめんなさい。呼ばれたので、もう行きますね。また後ほどに」

　愛想良く会釈した美都は、そそくさとその場を離れた。

　そうして次から次へと挨拶をした頃、不意に誰かが隣に立ち、背に触れる。嗅ぎ慣れたフゼア系の香りに、美都の心が揺れた。

　相手を確認しなくても、誰だかすぐにわかった。

　こんな風に美都を感じさせられる相手は、翔その人しかいない。

「座ろう。そろそろショーが始まる」

「……ええ」

　美都が翔と共に席に座ると、盛大なオープニングが始まった。設置された松明が燃え始めたのを合図にランウェイを歩くモデルが登場する。

　モデルたちは、春の装いに合いそうな、明るい色のバッグや、変わったデザインのバッグを手にしていた。見せ方がとても上手いのもあり、予約するつもりのなかった美都でさえ見入ってしまう。

「あれ、素敵だわ」

　いつもしていたように、隣に座るエスコートパートナーの腕に触れる。

　でも相手が翔だったと気付き、美都は慌てて手を引くが、それを彼に押し止められた。

「美都はああいうのが好きなんだな。派手さはないが、ステッチ部分が模様となっていてとても可愛い。美都の親友の……樋口茉奈ではなく君に似合う」

「あ、ありがとう」

　そう言って、翔に掴まれた手をわざと引き抜いた。

　美都が粗野な態度を取っても、翔は咎めない。それどころか、彼は柔らかい笑みを浮かべて、これまでと変わらない素振りで接してくる。

　本来なら感謝してもいいはずなのに、逆にその余裕のある態度が癪に障り、美都は居たたまれなくなっていった。

　第一部が終わると、美都はそそくさと立ち上がる。彼と一緒にバーカウンターへ赴くが、心なしか距離を取りたくて彼に向き直った。

「化粧室へ行ってくるわ」

「では、俺も──」

「もしかして、化粧室の前で待つと言うの？」

　美都は翔に指を突きつけて、彼の胸を軽く押した。

「エスコートパートナーは、女性を辱めていけないのよ」

「ならば、ここで待とう」

　翔はやれやれという風に苦笑して、美都を見送る。

「じゃ、あとでね」

　美都は招待客の間を縫って、ドアが開け放たれた建物へ向かう。

　一階にはプールを望める広いリビングルームがあり、五十代ぐらいの上品な女性たちが暖を取りながら寛いでいた。

　美都を認めた女性が会釈したのを受け、すかさず返礼する。

「瀧川さん、ショーが終わったらお話したいわ」

「はい、是非ご一緒させてください」

　美都の言葉に口元をほころばせる女性に挨拶して、その場をあとにした。

　第二部に向けて、奥の部屋ではスタッフが慌ただしく動く回っている。二階からは、モデルたちの声も聞こえていた。

　どの人たちも生き生きしていて、自分の仕事に誇りを持っている。

「わたしも広報以外の仕事がしたいな。でも、無理よね……」

「ああ、無理だね」

　前触れもなく響いた、聞き覚えのある男性の声。

　美都は飛び上がるほど驚き、さっと振り返ろうとした。しかし、そうする前に背後にいた男性の腕が腰に回され、大きな手で口を乱暴に塞がれる。

　躯が硬直して動けない美都の耳元に、男性が顔を寄せてきた。

「騒がないでくれよ。僕は……君と話をしたいだけなんだ。もし騒いだら、今日君の隣にいる男が、ボディガードだとバラす。友人たちに〝ボディガードをパートナーにしている〟と指をさされたくないだろう？」

　美都は恐怖に包まれながら静かに頷いた。

「だったら、僕についてきて。いいかい？」

　再度大人しく頷くと、美都の口元を覆っていた手が退けられるが、代わりに腕をしっかり掴まれる。

　決して暴れてはいけない。もし問題を起こせば父の顔に泥を塗ってしまう！　──そう何度も自分に言い聞かせて、美都は恐る恐る振り返った。

　思っていたとおり、美都を見つめるのは元エスコートパートナーの木嶋だった。

　木嶋は人当たりのいい笑みを浮かべているものの、その目には相手を凍り付かせるほど冷たい光が宿っていた。さらに、彼が何かを決意して美都に接しているのが伝わってくる。

「さあ、来て」

　木嶋は美都を引っ張って建物の裏手に回り、業者専用の勝手口へ向かった。

「どうされたんですか？　何か問題が？」

　スタッフが驚いて、美都と木嶋を交互に見る。

「緊急の連絡があって、すぐに戻らないといけないんだ。でも、正面から出ると他の招待客の目について悪いかなと。ごめんね」

「いえ、それはいいんですが……大丈夫ですか？」

　何も話さない美都に、スタッフが訝しげな目を向ける。すると、木嶋が美都の腕を掴む手に力を込めてきた。

　筋に痛みが走り、思わず顔を顰めてしまう。

「美都？　訊いてるよ？」

　わかってるよね？　何かを言えばどうなるか──そう伝えるような木嶋の様子に、美都は顔を引き攣らせつつ無理してにこりとした。

「ええ、大丈夫です。せっかくのショーの邪魔をしては悪いので、裏口を使うのを許してください」

　美都が穏やかに返事したのが良かったのか、スタッフはホッとした様子で頬を緩めた。

「お名前だけ伺ってもよろしいですか？」

　ちらっと木嶋を見ると、彼が美都にだけわかるように目で知らせる。それを受けて素直に名前を告げると、彼も本名を告げた。

　正直に答えるのは、木嶋もパーティに招待されていた証しだ。

　パーティは好きではないのに、どうして出席したのだろうか。

「では、先を急ぐので」

　挨拶し終えると、木嶋が早歩きで階段を下りる。

　美都は木嶋についていくので必死だったが、彼が駐車場へ向かっていると知ると、慌てて腕を引いて彼を止めさせようとした。

　しかし木嶋の力は強く、結局自分の腕が痛むだけだった。

　でもこのまま従えば、どこかへ連れ去れてしまう！

「木嶋さん！　ねえ、どうしてこんな真似をするの!?」

「こんな真似？　……では美都は、なぜ僕を邪険にした？　君の傍にいたのは僕だ。あのボディガードではないだろう！」

　木嶋の激しい語調に、美都は愕然となる。

「あの人は……翔さんは関係ないわ」

　恐る恐る答えると、木嶋が不快な笑い声を上げた。

「翔さん、だと？　君はボディガードを名前で呼ぶのか？　この僕に対しては、ずっと名字呼びだったのに!?」

　そう強く言い放った木島の顔は、美都がこれまで一度も見たことのないほど醜く歪み、残酷さを滲ませていた。

　美都の知る木嶋はとても誠実で、温和で、美都に迫ったあの最後の日でさえ、ここまで酷くなかった。

　でも今は違う。美都を見る目には、蔑みと嫉みも入りまじっている。

　美都が愕然とする中、木嶋に連れられて駐車場に入る。彼が車の鍵を開けるのを見て、美都は慌てて彼を振り仰いだ。

「聞いて。木嶋さんを名前で呼ばなかったのは、まだ親しいと言える仲ではなかったから」

「違う！　美都は僕に一線を越えるなと暗に態度で伝えていた。一歩足を踏み入れたら切り捨てると」

「わたしは、別に──」

　美都の顔の筋肉が強張り、それ以上言えなくなる。その代わり、首を横に振って木嶋の言葉を退けるが、彼は容赦ない。唇の端を上げて、鼻を鳴らした。

「切り捨ててはいないと？　嘘を吐いてもらったら困る。実際、僕が君を手に入れるために動いたら、他の男の胸に逃げた」

「そうじゃないわ！　彼は父に雇われた人なのよ。父の信頼を得ていても、特別な……感情など持ってないわ」

「では、僕が美都の父親の信頼を得れば、あの男はいなくなるんだね？」

　美都の腕を掴む手を滑らせて、木嶋が圧力をかけてきた。

「今から我が家へ来てほしい。両親が美都に会いたいと言ってるんだ。僕が瀧川家の次女と付き合っているという話をしたら、席を設けてくれた」

「わたしたちは付き合っていないわ」

　美都は一歩足を引いて逃げようとするが、逆に木嶋の方へ引き寄せられた。重心を失った美都の腰に腕を回した彼に、強く抱きしめられる。

「や、やめて。離して！」

　美都にできたのは、木嶋の胸を両手で突っぱねて、ほんのわずかであっても躯が触れないように距離を取ることだけだった。

　とはいえ、これで諦めてはいけないのも頭の片隅でわかっていた。

　美都は顎を高く上げ、木嶋が強引に迫ってきても退かないと示しながら彼を睨み付ける。

「わたしたちは付き合ってはいない。お互いに都合のいい存在だった──」

「そうさせたのは美都だろう！　僕は、君が……好きだった」

　好き？　わたしを？　──そう思った瞬間、木嶋が顔を傾けてきた。

「何？　あっ、やめ……っ、んぅ！」

　突然の口づけに、美都の思考が吹っ飛んだ。

　木島の告白よりも、美都を抱く木嶋の腕、我が物顔で貪る唇、そして濡れた舌先に意識が向かうのを止められなくなる。

　木嶋を拒絶したいのに、戦慄が走って躯が動かない。

　それを従順と受け取ったのか、木嶋が静かに唇を味わうと、内緒話をするように美都の額に自分の額を擦りつけた。

「美都、僕は知ってるよ。あのボディガードを追い払いたいんだろう？　僕のところに戻れば、きっと瀧川社長もあの男を切るはず。何より、一介のボディガードではなく、しっかりした地位のある僕に任せたいと思われるはずだ」

　木嶋の言うとおり、翔を追い払えば心の安泰を手に入れられる。好きなのに見てもらえないもどかしさ、寂しさ、悔しさから解放される。

　でもそれは、木嶋と付き合うという話に繋がらない。彼は美都を好きだと言ったが、やはり欲しいのは美都自身ではなく、家族に甘やかされた瀧川家の美都なのだ。

「ホテルを取ってある。両親と食事をしたあと、今夜は一緒に泊まろう。そこで僕たちは想いを一つにする」

　美都は気を張ったまま、まだ自分を抱く木嶋を凝視した。

「わたしは木嶋さんとはどこにも行きません。こんなことをする人と、どうして心を通わせられるの？　……っ、キャッ！」

　木嶋が美都との位置を反転させた。背中に車のボディがあたり、痛みに顔を顰めるが、彼は意に返さない。

「美都、もうやめてくれ。最初は、茉奈と示し合わせた遊びだと思っていた。僕をその気にさせたくて、素っ気ない態度を取っていた。そうだろ？」

「ま、茉奈？　どうしてここで彼女の名前が……ううん、それはどうだっていい。わたしは木嶋さんに対して、駆け引きなどしていない」

「していたさ！」

　そう言い切った木嶋が、美都に躯を押し付ける。さらに美都の脚の間に膝を入れ、腰で下半身の動きを封じてきた。

「お願いだ、美都……。君を誰にも渡したくない。僕だけを見てくれ」

　木嶋が美都に顔を寄せ、再びキスしようとしてきた。

　先ほどは不意打ちで唇を奪われたが、同じ手にかかるのはもう嫌だ。だが、関節を取られて、躯を動かせない。

「止めて……こんなのは間違ってる！」

「間違ってなどいない」

　美都を見つめる木嶋の吐息が、頬を、唇をなぶる。そこに鬼気迫る欲を感じて、美都はもう避けられないと直感する。

　いったい何がいけなかったのだろう。茉奈が言ったように、恋はあとからついてまわるものだと割り切って、木嶋との関係を考えなかったせい？

　でも、わたしは真実の愛が欲しかったのよ！　──そう心の中で叫んだ時、美都の目が潤んでいった。

　そんな顔を見られたくなくて、目をきつく閉じる。

　直後、美都にのしかかる重みが一瞬にして消え、苦しげに呻く木嶋の声が響いた。

「……えっ？」

　美都は目を開け、傍で起こっていることに目をやった。

　そこにいたのは、翔だった。彼は肩で息をしながら、木嶋の関節を固めて車に押さえ付けている。

「どう、して……お前が」

「ショーが始まる前に、貴方が女性を伴ってきたのを目にしたよ。その女性が俺に近づき、矢継ぎ早に話しかけてきた。すぐにピンときたね。何か仕掛けてきたんだと」

　そこまでは穏やかな口調で話していた翔の顔が、やにわに強張った。

「まさか裏口から美都を連れ出すとは思いもしなかった。……これは俺のミスだ」

　悔しげに言う翔に、木嶋が勝ち誇ったように笑う。

　その挑発が気に障ったのか、翔が木嶋を押さえる手に力を込めたようだ。木嶋が痛々しい呻き声を上げる。

「離……っせ！」

「性懲りもなく、また手を出すとは……」

「お前に美都は渡さない。一介のボディガードが彼女を手に入れられると思うのか!?」

「俺には渡さない、ボディガードの俺が美都を手に入れられるのか、か……。なんとあさましい」

　翔が楽しそうに笑うが、間をおかずに真顔になり、木嶋の首の下に腕を入れた。

「そして、愚か……。他人を引き合いに出さなければ勝てない、そういう方法でしか美都を手に入れられないと思う、その性格。なんと情けない」

　翔の嘲りに我慢ならなくなった木嶋が咆哮を上げて、翔に挑みかかろうとするものの、しっかり関節を掴まれているせいで動けない。

　ボディガードを生業とし、武術に長けた彼に勝てるはずがないのに、木嶋が鼻息も荒く翔に突っかかる。

「お前など……お前などっ！」

　唾を吐きかけそうな勢いの木嶋に、翔はポケットからＬ版サイズの写真を取り出して突きつけた。

「何を……あっ！」

　翔が手にした写真を見て、木嶋は愕然となる。先ほどまでの威勢が、いつの間にかどこかへ消えていた。

「あのまま離れていれば、見なかったフリをする予定だった。なのに失敗したな。これ以上、美都に近づこうものならその身を滅ぼすことになるだろう。言っている意味がわかるな？　これは、瀧川氏の言葉だと思っていい」

　途端、木嶋が脱力してうな垂れた。

「わかった。もう二度と……美都には近づかない。約束する」

　木嶋の言葉を信じたのか、翔が彼を離す。すると木嶋はふらつきながら車に乗り込み、美都には目もくれず車を発進させた。

　漆黒の空から、冷たい雨がポツポツと降り始める。

「美都……」

　翔に促されるが、美都は木嶋の車のテールランプが見えなくなるまでじっと立ち尽くしていた。

















第四章












「美都にはいろいろと言いたいことがあるが、今はいい。さあ、行こう」

　翔は呆然とする美都の腕を掴み、彼が車を駐車した場所へと引っ張る。

　足元がおぼつかない美都に合わせて歩いてくれるが、車まであと数メートルの場所で足を止め、苛立たしげに大きな息を吐いた。

　美都から手を離した翔は車に駆け寄り、膝をついて前屈になる。

「クソッ！　タイヤをやられてる。もしや、あいつか……？」

　翔は立ち上がり、目の上に手をかざして天を仰いだ。

「本降りになる前に動かないと」

　その言葉を待っていたかのように、唐突に冷たい雨が激しく降り始めた。

　翔は携帯を取り出し、タクシーを一台呼ぼうとしたが、美都は彼の携帯に触れて止めさせる。

「美都？」

「帰りたくない。頭の中がぐるぐるしてて……」

「考えなくていい。あいつはもう美都を煩わせないから」

　違う、わたしを悩ませているのは木嶋さんじゃない！　──そう言いたかったが、美都はぐっと言葉を呑み込んだ。

　美都が一番気になっているのは、翔が木嶋の行動を止めるに至ったあの写真だ。

　あれを見た木嶋が引き下がったのはなぜ？　翔が父の言葉だと思ってもいいとはっきり言ったのは、二人ともそれが何かを知っている？　知らされていないのは、美都だけ？

「雨が酷くなってきた。躯を冷やすわけにはいかない。タクシーを──」

　美都は翔の言葉を最後まで聞かずに身を翻し、彼をその場に置いて走り出した。

「美都！」

　美都が水たまりの水を跳ね上げて走るたびに、足元からぐちゅぐちゅという不快な音が響き始める。ワンピースも雨を吸って、重くなっていった。

　それでも美都は、華奢なピンヒールで路地を駆け抜けていく。

　美都に関わることにもかかわらず、父も翔も何も知らせようとしないことが不愉快で堪らない。

　そんなに頼りない？　わたしには話せないの!?　──と叫びたい衝動に駆られた時、急に肩に痛みが走った。

「……っ！」

　あっと思った時には、美都は手を引っ張られて翔の腕の中にいた。

　雨に濡れて冷たくなった躯が、翔の体温に包み込まれる。

　美都は苛立たしさのあまりに逃げ出したが、意外にも翔の温もりと匂いに心が満ちていった。

「何が気に入らないんだ！」

「何もかも……」

　美都が疲れたようなため息を吐くと、翔が気鬱な様子で美都を抱く腕の力を抜いた。

　翔は何も言わずに美都の傍から数歩離れ、そして背を向けた。

　その姿を目にしただけで物寂しさが募り、美都は思わず手を差し伸べようとする。でもそこで我に返り、行き場のなくなった手をそっと下げた。

　それを見計らったかのように翔が振り返り、脱いだスーツの上着を美都の肩に掛けた。

「濡れてるが、あるのとないのとでは全然違う。……それに、これからホテルへ向かうとなれば、恥ずかしいだろう？」

「ホテル？」

　翔が美都の手を取り、悠然たる態度で雨の中を歩き始めた。

　すでにずぶ濡れになっているのもあり、雨宿りする必要がないのは当然だが、翔の様子を見る限り、どこかこの状況を面白がっている雰囲気が伝わってくる。

「翔さん？」

「美都が大人しくタクシーを呼ばせてくれていたら、こんな予想外の行動に移らなくても良かったんだ。この恰好では、タクシーにも電車にも乗れない」

「ホテルにも入れないわ」

　美都が言葉を続けると、翔がきつく手を握った。

「手筈は整える。車のパンクがなければ、どんな恰好でもかまわずに家に連れ帰れたんだけどな。これもあの男が……」

　口を濁した翔は、美都の手を引きながら携帯を取り出し、どこかへ電話をかける。

「俺だ。樫野……いや、そうじゃない。横浜で──」

　誰に電話をかけているのか、何を話しているのか見当がつかない。ボディガードという職業柄か、会話の中に暗号のようなものを入れていたからだ。

　いったい誰と話しているのか気になるが、次第にそれはどうでもよくなってきた。

　雨に降られながらも、こうして翔と手を繋いで歩ける。たったそれだけで、美都は幸せに包み込まれていた。

「わたし、ずっとこんな風に好きな人と歩いてみたかったの。こうやって手を繋いで……」

　翔が通話中なのをいいことに、美都は静かに呟き、繋いだ手に軽く力を込めた。

　数十分ほど歩き、潮の香りが強くなってきた頃、翔が山下公園の近くのあるシティホテルのエントランスへ向かう。

　衣服からポタポタと水を滴らせて歩く美都たちの姿を目にして、ドアマンがギョッとする。

　しかし、すぐに表情を繕った。

「樫野です。コンシェルジュを呼んでもらえますか？　連絡は入れています」

　そう告げている間に、ドアが開いて一人の男性が出てきた。手にはタオルがあり、美都たちを見ると、即座に駆け寄った。

「お待たせいたしました。コンシェルジュの佐田です。お部屋へご案内させていただきます。こちらへどうぞ」

　タオルを受け取った美都は、顔や髪を拭いながらコンシェルジュの後ろを歩く。

　佐田はフロントへ続く玄関口ではなく、隣にあるドアを開けて美都たちを狭い通路へ案内した。その先にあるエレベーターで高層階へ向かうと、部屋の鍵を開ける。

「ありがとう」

　翔が頷くと、コンシェルジュは頷き「失礼します」と言って出ていった。

　美都は部屋の中央に進み出て、そこでぴたりと足を止める。

　寝心地の良さそうなダブルベッドはさることながら、そこから眺められるパノラマの夜景がとても圧巻だったからだ。

　美都が宝石のように輝くベイブリッジやビル群に見惚れている間に、翔が後ろで足音を立てて動き回る。しばらくして、湯を出す音が聞こえてきた。

　どうやらバスタブに湯を溜めているようだ。

「美都、躯を温めておいで」

　バスルームを出た翔が、部屋で佇む美都に声をかけた。

「うん、ありが──」

　返事をしようとした美都の声が徐々に小さくなる。翔の目が、美都を賛美するかのように全身に視線を這わせていたためだ。

　思わずスーツの上着を掴む手に力が入ると、そこに翔の目が留まる。

　意味深長な行動にドキッとなるが、翔は何も言わず軽く俯き、美都に背を向けた。

「俺は外に出てる」

「えっ？　その恰好で？」

　美都に言われて、翔が自分のスーツを見下ろした。水滴が落ちるほどではないが、シャツが彼の肌にへばりついている。筋肉の盛り上がりが見えるほどだ。

　とてもエロティックで、翔が少し動くだけで男の色気が漂ってくる。

「かなり拭ったし……まあ大丈夫だろう」

　美都は翔の返事を聞く前に歩きだし、手にしていたタオルで彼の背を拭いた。

「美都!?」

　驚く翔に答えず、せっせと水分をタオルに移していく。

「風邪をひくから……」

「俺は大丈夫。躯を鍛えてるし」

「でも、これで風邪をひいたら、わたしのせいになる」

　しばらくの間はされるがまま拭わせてくれたが、急に翔が身を翻して美都の腕を掴んだ。

「もう充分だ。美都が風邪をひいてしまう。早く躯を温めるんだ。そろそろバスタブの湯も溜まってるだろう。じゃ、俺は行ってくる」

「翔さん！」

　翔は美都の呼びかけに振り返らず、静かに部屋を出ていった。

　しばらくの間立ち尽くしていたが、美都は言われたことを守ってバスルームのドアを開けた。

　肌に張り付くワンピースとタイツを脱ぐのに手間がかかったが、その後は泡いっぱいのバスタブに身を沈める。

　冷え切った躯が、じんわりと温められていく。

　気温と雨が、美都の体温を奪ったのだろう。

　かじかんでいた指に血が通い始め、鈍っていた血流が良くなっていった。

「気持ちいい……」

　満ち足りた息を零して湯の中で目を閉じていたが、うっすら汗が滲み始めると躯を洗い始めた。

　頭の先から爪の先まで綺麗にすると、次は翔が使えるように準備を始める。

「翔さんもバブルバス？」

　泡がたっぷり浮かぶバスタブに翔が入ってる姿を思い浮かべて、ぷっと笑った。

「あり得ない。翔さんなら……」

　暢気に泡風呂を楽しむのではなく、シャワーの水圧を上げて、その身に刺激を与えるだろう。

　翔の肌を滑る水滴は、翔の逞しい筋肉を伝い、引き締まった下肢へと流れ落ちる。

　目を奪われるようなエロティックな光景が脳裏に浮かび、美都はハッとなった。

　慌てて男らしい翔の姿を振り払い、棚に置かれたバスローブを羽織った。

　ドライヤーで素早く髪の毛を乾かし終えると、ワンピースなどをひとまとめにして洗面台を綺麗にする。

　そうこうしている間に、バスタブに湯が溜まった。

「大丈夫、よね」

　一通りバスルームを確認して、美都はドアを開けた。

　部屋はシーンと静まり返っている。翔はまだ戻っていないのだろうか。

「翔さ──」

　美都は翔を探そうと部屋を見回しながら彼の名を口にするが、途中で言葉が出なくなった。

　美都はおずおずとダブルベッドに近づき、そこに広げられた女性用の服を手に取った。

「……何、これ」

　先ほどまで着ていたワンピースと似ているが、セミフォーマルではない。胸元がＶ字に開いた、とても女性らしいデザインのワンピースだった。

　他には、タイツとハイヒールの他に、繊細なレースで仕立てられた下着一式が揃っている。

「こ、こんな……ものまで」

　その時、ドアの開く音がして、美都は勢いよく振り返った。

「ああ、もう出たのか」

　入ってきたのは翔だった。彼は美都が最後に見た時とは違う服装で、黒いチノパンと薄手のセーター、そして革のジャケットを羽織っている。手には、紙袋を携えていた。

「どこで着替えを？」

「もう一つ取った部屋でだ。それより──」

　美都の持つ服を見て、翔が顎で指す。

「美都の着替えを買ってきた。あと、化粧品も」

　手にした紙袋を示しながら歩き、鏡台の前に置く。

「これ、すべて翔さんが？」

「ああ。必要だろう？」

「わたしのサイズを……いつ？」

「君の傍にいたらわかる。一度、その躯に触れてるし」

　翔が面白がるように、含みのある目つきをする。

　忘れていないだろう？　美都が裸同然の恰好で俺の部屋に来たのを──そう言いたげな眼差しに、頬がみるみる紅潮する。

　翔を求めて、一度でいいから自分を見てほしいと行動に移した日が、鮮明に脳裏に浮かんだからだ。

　そんな美都とは裏腹に、翔はあの日の出来事をほのめかしつつも、心に留めてない様子だ。携帯に視線を落としながら、美都の前をさっさと通り過ぎる。

「着替えが終われば連絡してきてくれ。スムーズにいけば、まだ今日中に家に戻れる。瀧川氏への連絡は、ここを出る時に──」

　美都は翔が言い切る前に、服をベッドに放り投げた。

　もうこんな扱いは我慢できない！

「美都？」

「帰りたくない……。わたし、そう言ったでしょ」

　声を詰まらせる美都に、翔は携帯を持つ手を下げる。

「またも俺の予想を裏切るのか。本当、美都と一緒にいると飽きないな……。とはいえ、それは聞き入れられない。瀧川氏は美都が帰るのを待っている」

　翔が再び携帯に視線を落とすのを見て、美都は咄嗟に翔の携帯を奪った。驚嘆する翔の肩を押して後ろのベッドへ倒すと、下半身を抑え込んで彼を見下ろす。

　髪が肩を滑り落ちる。顔にかかって邪魔だが、美都は自分を見上げる翔から目を逸らそうとしなかった。

「どうしてわたし自身を見てくれないの？　バスローブ姿のわたしを目にしても、普段どおり。ボディガードとしての姿勢を崩さない！」

「そういう美都の姿は先日も見た。だから、特別に驚くことでもないだろ？　それに、女性とホテルへ入るのは今日が初めてじゃない。なのに、特別に感じろと？」

「そうよ、わたしを見て。ボディガードとしてではなく、一人の男性として……」

　美都の言葉に、翔が気怠げに小さく息を吐く。

「以前、俺が言ったことを忘れたのか？　こうして男の心に踏み込み、唆そうとしたら──」

「好きなの！　翔さんが……」

　翔に感情ごとぶつけた美都は、震える手を伸ばして彼の頬に触れた。

　シャワーを浴びて、新しい服に着替えたのはわかる。でも美都の服を整えたり、化粧品を揃えたりしたのを考えれば、雨で冷えた躯を温める時間はなかったはずだ。

　それを証明するように、翔の頬が氷を押し付けたみたいに冷たくなっている。

　美都がバスルームから出てくる前に、服などを揃えなければと急いでいたに違いない。

　すべて、美都のために……

　ああ、これが父に雇われたからではなく、美都自身のために動いてくれていたならどんなにいいか。

　瞼の裏に刺すような痛みが走り、涙腺が緩んで鼻の奥がツンとした。

「わたしを助けくれた時からずっと、好きだった……。でも貴方は、父との契約を守っているだけ。それはわかってる。だけどわたしは翔さんが──」

「その想いは、一過性のものだ」

　不意に翔に触れる美都の手を掴み、さらに告白を遮った。

　ここで押し戻されるのは嫌だとばかりに、美都は握られた手を振り払おうとするが、翔の力はとても強くて簡単に解けない。

　先日、美都が翔の部屋へ押しかけた時とは、明らかに違った。今回は、本気で美都を退けようとしている。

「わたしの気持ちを勝手に決めないで。仮に一過性のものだったら、翔さんが父に雇われた人だとわかった時点で、この想いはとうに消えてる。でも消えなかった。だから翔さんを怒らせる真似をしたり、嘘を吐いたりしたの。あわよくば、仕事を辞めて出ていってくれたら、この気持ちは綺麗に消えると思って。だけど──」

　美都は小さく頭を振り、自分の手を掴む翔の手を見つめた。

　骨張った手の腱が、白みを帯びるほど浮いている。

　かなりの力が入っているとわかるが、美都の手首に痛みはない。美都を傷つけないように感情を抑えているのが、その行動から沸々と伝わってくる。

　そこに希望を抱いて、静かに顔を上げた。

「できなかった。この気持ちを捨てれば踏ん切りがつくと思ったけど、そうすればするほど胸が苦しくなった。そんなわたしの気持ちを、一過性のものだなんて言わないで」

「夢を見ただけだ。俺が……美都を助けたから」

「確かに夢のようだった。正義のヒーローがいきなり目の前に現れて、わたしを助けてくれたんだもの。心がときめくのは当然よ」

「美都……」

　翔が呟き、何かを言おうとする。

　そこに美都を拒む言葉が続く気がして、聞きたくないとばかり声を絞り出した。

「そういうので恋をしてはいけない？　夢を見てはおかしいの？　わたしだって普通の女性よ。父が会社を大きくしたのであって、わたしが特別なのではないわ！」

　美都は唇を強く引き結び、あふれそうになる涙を堪える。

「翔さんだけよ。わたしを特別扱いしなかったのは。最初こそ、ボディガードらしからぬ不埒な言動に怒りが湧いたけど、わたしへの接し方はどこか甘くて、ズルくて……わたしを虜にした」

　その時、翔が美都を引っ張った。

「……っぁ！」

　翔が二人の位置を入れ替え、美都をベッドへ押さえ付ける。彼の体重と温もりが伝わってきて初めて、組み敷かれている事実に気付いた。

「自分が何をしているのか、何を望んでいるのかわかってるんだな？」

　美都を見下ろす翔の眼差し。そこにからかう光は宿っていない。美都が何を考えているのかを探るような目を向けてくる。

「前回と今日は違う。俺が箍たがを外したら、もう逃げられない。美都はそれを認識しているのか？　男に抱かれたいだけなら、早々に帰る準備をしろ」

　翔の凜とした語気に、美都の心拍数が上がっていく。

　怖いからではない。美都が嫌なら押し返せばいいだけにもかかわらず、翔はそうせず、美都が自分で考えられる時間を与えてくれているせいだ。

　だからこそ美都は、今みたいに心遣いを示しては自分と向き合ってくれる翔に惹かれた。

「弱虫……」

　美都がわざと当てこすると、翔が急に楽しそうに笑い声を上げた。毒気を抜かれたような晴れ晴れとした様子に、美都は一瞬呆気に取られる。

　だがしばらくすると、美都を見る翔の顔つきが、真面目なものに取って変わった。

「こうなるとわかっていたから、美都とは距離を置こうとしていた。なのに、そんな俺を嘲笑うように、初めて会った時と同じく俺を翻弄して……」

　翔の手が美都の頬に触れ、顎のラインに指を走らせる。

「俺に近づけばどうなるか、示したつもりだ。それなのに──」

　翔が一度口を閉じ、美都の唇をしつこく撫で上げた。

「俺はもう容赦しない。いいのか？」

　言葉どおり、翔の意識が美都の唇に落ちる。

　些細な仕草だが下腹部奥がキュッとなり、そこで生まれた熱が、水面に生じた波紋みたいに広がっていった。

　翔を求めるような息遣いが漏れると、彼の視線が上がる。何かを問うように一度目を合わせると、ゆっくり顔を寄せてきた。

　翔の情熱的な息が唇をなぶった瞬間、美都は彼に口づけされていた。

　愛しい人とのキスに歓喜に包まれ、甘い疼きが全身に広がっていく。

「ン……ぅ」

　翔が何度も唇をついばみ、吸い、宥めては、柔らかなそこを舌で舐め上げる。

　美都の脈拍が速くなるにつれて、躯の中心に点いた火が燃え上がっていく。

　激しい口づけに、美都が堪らず唇を開くと、それを待っていたように翔の舌が口腔に挿入され、激しく蠢き出す。

　美都の意識は、もうそちらにしか向かなくなっていった。

　執拗に絡ませ合う口づけの合間に、美都の喘ぎが零れる。それさえも愛しいとばかりに、翔が体重を預けてきた。

　ガウンの合わせに手を忍ばせた翔が、胸元を大きくはだけさせていく。張り詰めた乳房、敏感に尖る頂が剥き出しになった。

　翔の大きな手のひらに覆われ、乳首を弾かれると、双脚の根元に熱が集中してしっとりと湿り気を帯びた。

「んぅ……ぁ」

　静かな部屋に響き渡る、ベッドのスプリング音と美都の淫らな声。

　二人の間を漂う空気が張り詰め、濃厚なものに変わっていく。

　合わせて翔が愛用しているフゼア系の匂いがより鮮明に匂ってきた。香りに酔わされて、美都の意識を奪う潮流へ引きずり込まれそうになる。

「は……っ、んぅ」

　甘い声を零した時、翔が口づけを止めて身を起こした。

　いつ紐を解かれたのか気付かなかったが、美都は翔の手でガウンを脱がされて裸身を晒していた。

　翔が美都の躯に手を滑らせながら、柔らかな乳房、腰、そして平らな腹部に触れる。さらにかすかに指を動かして、黒い茂みをまさぐった。

　快い刺激に、美都は弾む呼吸を抑えられなくなった。

「大丈夫だ。俺にすべて任せて」

　再び上体を傾ける翔の背に両腕を回して、美都は彼と視線を交わした。

　間近で見つめ合い、やがてそのわずかな距離さえもなくなっていく。

「翔さん……」

　恋い焦がれるように囁くと、翔は美都の耳殻に口づけた。美都の躯の芯が溶けた飴みたいになって、ふにゃふにゃになる。

　昂る気持ちを落ち着けようと浅く息を吸い込むと、翔が美都の手を取り、彼のセーターの裾へ導き、さらにその中へ持っていかれる。

　初めて触れる、男性の裸体。

　滑らかな素肌をしていながら、男を感じさせる強靱な筋肉に、呼吸が浅くなっていく。美都の胸の高鳴りが止まらない。

　ああ、この人が欲しい！

　腹筋に指を走らせる美都に、翔が相好を崩して「脱がせて」と囁いた。

　美都は躯を起こし、翔の服を脱がせる。目の前に、武術で鍛えられた筋肉質の躯が露わになった。

　見惚れている間に、翔がベッドサイドのスイッチを切り換える。

　煌々とした灯りから、オレンジ色の柔らかな光に包み込まれると、美都は思わず生唾を呑み込んだ。

　薄暗くなったせいで翔の筋肉に陰影ができ、雑誌で見るモデルのようにとても魅力的だ。

「……ぁっ」

　口から心臓が飛び出るのではと思うほど、美都の鼓動が早鐘を打つ。

　その音が翔にも伝わったのか、美都の乳白色の乳房を手で包み込んだ。柔らかなそこを揉みしだくたびに、指の間から時折ぷっくり膨らんだ乳首が顔を覗かせる。

　それだけでも恥ずかしいのに、硬くなった頂を指の腹で擦られると、送られる快い流れに抗えなくなる。

　得も言われぬ情火が躯の中心で渦巻き、腰が蕩けるほど怠くなった。

「あ……っ」

　顔を傾けた翔が、美都の心の奥底に潜む欲望を誘い出すように唇を求める。

　美都を貪ってはちゅくっと吸い付き、唇を割って、柔らかな舌を絡ませてきた。

「っんぅ……」

　翔が顔の角度を変えて口づけを深め、美都の喘ぎさえも封じる。

　美都を求める翔の行為に、両脚の付け根にある秘所が、早く彼を受け入れたいとぴくぴくし始め、深奥で生まれたとろりとした愛液が伝い落ちる。

　少し動くだけでぬるぬるする量に、美都の頬が上気した。

「ンっ……はぁ」

「もっと、俺を望んでくれ」

　翔がかすれ声で囁いた時、美都は彼にベッドに押し倒された。

　翔は美都の胸に唇を寄せ、赤く色付く乳首に熱っぽい息を吹きかける。鼻で乳房を愛撫しては舐め、そして美味しそうに口に含んだ。

　躯の中心部に漂う甘いうねりが、一気に膨張していく。

「ン、んっ……あっ、は……ぁ」

　枕の上で髪を乱して淫らな声を上げる美都の大腿を、翔が撫で上げる。指先が秘められた場所へ向かい、誰にも触れさせていない泉をかすめた。

　快いものが中軸を駆け抜け、美都の躯がビクッとなる。

「こんなに感じやすかったんだな」

「翔さんに触れられてるからよ」

「嬉しいことを言ってくれる。……もっと淫らにさせてやろう」

　翔の言い方は淫靡だが、声音はどこか優しかった。そうさせているのは美都だと思うと、幸せのあまり感極まりそうになる。

　でもそれは瞬く間に消えて、美都の喉の奥が痙攣するように引き攣る。翔が美都の襞に触れ、左右に開き、探り当てた花芯に強い振動を送ってきた。

「あっ、んっく……は……ぁ」

　さざ波となって押し寄せる疼きに、艶めく喘ぎが止まらない。自分の鼻を抜ける悩ましげな声にまで、美都は乱れた。

　何とかして正気を保とうとするが、そうすればするほど燃えさかる炎は広がり、頭の中が真っ白になっていく。

　そこに、翔が淫唇を弄る指のスピードを速めた。くちゅくちゅといやらしい粘液音が部屋に響き渡るにつれて、美都を忘我の世界へと押し上げる。

「は……あ、んふ……ぁ」

　翔の無骨な指が器用に動き、時折花芽に触れる。愉悦の奔流に引き込まれそうになり、美都は顔をくしゃくしゃにして打ち震えた。

　その時、翔が締まる蜜口に指を挿入した。

「ンぁ……！」

　初めての違和感に息が詰まるが、しばらくするとそこかしこが熱くなり、美都の四肢の力を奪うほどの威力が生まれる。

　じんわりと広がる快い刺激に躯がビクンとなった時、蜜内に挿入された翔の指が蠢いた。

　掻き回しては抜き、蜜壷の深奥へ埋める。何度も同じ行為を繰り返されるうちに、思考さえも攫われそうになっていった。

「あっ、あっ……」

　増幅された熱が押し寄せてくる。それを抑え込もうとして、美都は翔の肩を掴んだ。

「っん、あ……っ、ぁ……」

　耐えきれず顎を上げると、翔が美都の耳元に顔を寄せた。耳殻に沿って舌を這わされ、ぬちゃと音を立てて耳孔に突っ込まれる。背筋に甘美な電流が走り抜け、自然と首をすくめた。

「可愛いな、美都は……」

　翔が一段と深く膣内に長い指を埋めて、抽送のスピードを上げていく。

　美都の艶めく声が大きくなってくると、腫れた敏感な花芽を強く擦った。

「っんぅ……っんんんんっ！」

　突如、目も眩むような快感が躯の芯を駆け抜ける。甘い疼きを享受した美都は、静かに目を閉じた。

「これからが本番だ」

　翔が、ぐったりする美都の素肌にキスの雨を降らせる。熱の軌跡を残しては、頂を唇に挟み、舌先でそこを弄った。

　さらに躯を下げていき、美都の引き締まった腹部、臍へと唇を走らせる。翔の柔らかい髪の毛があとを追い、火照る肌を撫でていった。

　翔はたどり着いた黒い茂みを鼻で探りながら、美都の膝の裏に触れて、そこを曲げるように促してきた。

「……っぁ」

　翔が剥き出しになった赤い花芯を舐めた。

「う、そ……。そこを……ぁ……っん！」

　落ち着いたはずの火が燻り、再び燃え広がり始めた。

　蜜孔に埋める指のスピードが上がっていくのに合わせて内壁が戦慄き、とろとろした花蜜が滴り落ちる。

　緩やかだが確実に、体内で渦を巻く熱だまりが大きくなる。美都のすべてを呑み込み、引きずり込もうとしてきた。

「あ、あ……ぁっ！」

　もうこれ以上は無理！

　押し寄せる勢いに負けて身を投じようとするが、やにわに翔が指を引き抜いた。

　美都を満たしていたものが途切れてしまい、心にぽっかり穴が空いたような焦燥感が生まれる。

　もっと触って──と淫らに懇願しそうになるが、翔がズボンと一緒に下着を脱ぎ捨てる姿が目に入り、美都は言葉を失った。

　黒い茂みから頭をもたげる赤黒い男性自身は、硬く滾っている。翔がコンドームをつける間も決して衰えず、力強く漲っていた。

　男性の興奮した証しを初めて目にして、美都の拍動音が自然と速くなる。耳の傍で太鼓を打ち鳴らしているみたいに、大きく鳴り響いた。

　翔は立派な昂りを隠そうとはせず、堂々とした振る舞いで体勢を変える。美都はそっと顔を上げ、欲望の色を濃くするアンバー色の目を見つめ返した。

　翔の姿は雄々しい狼そのもので、獲物を捕獲するかの如く美都に忍び寄る。

「翔さん……」

　美都の声が感情的にかすれる。

　まるで女性が愛しい人を誘惑するかのように甘く響くが、翔は特別気にもせずに上体を倒してきた。

「美都は何もしなくてかまわない。俺に心を許し、身をゆだねてくれ」

　その言葉に、美都の鼓動が速さを増し、呼吸も弾んでいく。

　翔に魅了されながら静かに頷くと、彼が美都の腰に触れた。曲線を愛でるように大腿へと滑らせて、膝の裏に手を置く。

「……ぁ」

　次の瞬間、美都の腰が浮くほど両脚を開かせられた。花弁がぱっくり割れて蜜蕾が蠢く。

「ああ、美都……！」

　感嘆の声を漏らした翔が、そそり勃つ硬茎に手を添える。熟れた切っ先を割れ目に沿って優しくくすぐり、静かに腰を突き出した。

　怒張した先端が、指でほぐされた未通の孔を押し広げて分け入っていく。

「あ……っ、んっ！」

　四方八方に広げられる感覚に、息が詰まる。ぴりっとした裂傷の痛みが走った直後、翔が愛液で滑りのいい蜜壷の奥を一気に抉った。

「ああっ！」

　薄い皮膚を伸ばされ、擦過傷に似た燃えるような痛みが走る。息が詰まるものの、想像していた破瓜の痛みはなかった。太くて硬い異物に満たされ、じんじんしているという感じだ。

　でも、これが男性と結ばれるということ。

　美都は満ち足りた息を吐き、胸に広がる幸せを享受してそっと目を閉じた。いつの間にか浮かんでいた歓喜の涙が、目尻から伝い落ちていく。

　すると翔の柔らかな感触が美都の目元に落ち、それを唇ですくった。
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「まだだ。さあ……」

　翔の声に目を開けると、彼は軽く腰を引き、またほんの少しだけ進んだ。

　滑らかな動きに、性急さは感じられない。同じ行為を根気強く繰り返し、美都の反応を確かめるように、一心に顔を見続けた。

　次第に、翔の男剣が蜜で満たされる鞘に馴染み、花蕾も柔らかくなる。すると、規則的な間隔で繰り返されていたスピードを速めた。

　翔のもので侵されるたびに、甘くて痺れる疼きが波紋となって押し寄せてくる。

「っん……は……ぁ、うっ」

「美都……」

　総身を揺すられると、乳房も同調して動く。触れられていないのに感じてしまい、美都を虜にする悦に変わっていった。

　翔を包み込む蜜孔が激しく収縮し、硬い象徴をしごいて奥へと誘う。それに負けじと、翔は激しく腰を動かしては深奥を穿った。

「ん……ふぁ、あっ……」

　翔が美都の脚をしっかり抱えて、さらに結合を深くさせる。

　感情を殺すようなくぐもった声を漏らしてはずるりと硬杭を抜き、深奥を抉り、再び熟れた柔壁を擦り上げた。

「もう……ダメっ……んぁ！」

　何度も歓喜の嬌声を上げて耐えられないと訴えるが、翔の律動は止まらない。

　美都の心を煽動し、腰が抜けるほどの甘美な嵐で雁字搦めにしてくる。畏怖と、緊張と、そのどちらでもない何かがまざり合い、美都を極限まで押し上げていく。

「……んぅ、ふぁ……っ」

　強過ぎる悦楽にすすり泣き、シーツの上で髪を乱す。そんな美都の頬は紅潮し、漏れる吐息は熱を孕み始めた。

　このままでは、躯が壊れてしまう！　──そう思った時、翔が美都を穿ちながら秘所に手を忍ばせ、敏感な花芽を指の腹で擦った。

「っ、んぁ……っ、ああぁ！」

　刹那、めくるめく悦びが尾てい骨から脳天へと駆け抜け、鬱積していた熱が一気に弾け飛んだ。

　瞼の裏に眩い閃光が走り、躯が勢いよく燃え上がる。

　美都は翔のいきり勃つ自身をきつく締め上げ、背を弓なりに反らして天高く飛翔した。

　四肢がぶるぶる震えるほどの恍惚感に、躯中が満たされていく。

「う……っ！」

　呻き声を上げた翔が躯を硬直させ、数回痙攣させた。

　しばらくすると詰めていた息を吐くように脱力し、美都に覆いかぶさる。その重みが愛しくて、美都は翔の背に両腕を回した。

「重いか？」

「ううん。もっと……」

　さらに翔を抱きしめ、汗ばんだ躯を寄せ合う。

　途端、翔がおかしそうに笑い、ベッドに肘をついて上半身を起こした。今もまだ熱っぽい目をする美都の頬に触れ、彼を見るように促される。

　そっと窺うと、翔は優しげな目で美都を眺め、心持ち腫れた唇に指を這わせる。何も言わず、ただ何度も緩急をつけて擦った。

　些細な愛撫だが心臓がドキドキし、美都の声色が艶っぽくなる。

　こんな風に触れられるだけで、心が満たされるものだとは思ってもいなかった。

　これが好きな人と結ばれる幸せ……

「少し休んでからシャワーを浴びよう。……疲れただろう？」

「身も心も洗われたような清々しい疲れよ。翔さんとなら、毎日でもいい。こうしてふけっていたい」

　美都の率直な言葉に、翔がぷっと噴き出した。躯を揺らすほど楽しそうに目を細めて、また新たな発見をしたとばかりに美都の顔を覗き込む。

「君は本当に……俺の予想の上をいく」

　翔が囁き、美都に顔を寄せる。

　美都は翔の求めに応じるのみに留まらず、自らそれを望んで顎を上げて彼の唇を迎えにいった。
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「失礼します。先週の報告書です」

　美都は広報部の係長のデスクに、パーティの報告書を置いた。

「何か気になることはありました？」

「そちらにも明記していますが、年配の方がよく話されているのは、やはり汚れでした。立食パーティが多いせいか、ワインや料理の染みでドレスがダメになってしまうと……。繊維業界でも研究が進み、幾分改善されていますが、やはりパーティの席で着られるドレスは海外ブランドが主流。当社としては、そちらにも積極的に営業するべきかと思いました」

　係長は頷き、資料を眺めた。

　招待客がよく着るドレスのブランド名も書き出してあるので、きっと会議で役に立つだろう。

「よし、新たな会議資料として加えておこう。そうだ、何通か招待状が届いてる」

　デスクの引き出しを受け、白い封筒を取り出した。

「出席の可否については、今回も瀧川さんに一任します」

「はい」

　美都は自分の席に戻ると、封筒を開けてスケジュール調整を開始する。その後は退社時間まで仕事に専念し、同僚たちに挨拶をして会社を出た。

　十二月に入り、一段と寒さが厳しくなった。肌を刺す冷たい風にぶるっとなり、急いでコートの前をかき合わせる。

「美都」

　美都の心を弾ませる、愛しい人の声。寒かったはずなのに、躯の中心で一気に炎が燃え上がる。

　美都は喜びを隠さずに声のした方向に顔を向け、会社の敷地の外に立つ翔を見つめた。

　これは珍しい光景ではない。

　翔がボディガードになって以降、彼はこうして美都を迎えに来てくれている。

　何度か翔の裏をかいて勝手に帰った日もあったが、彼と付き合い始めて以降、逃げたことは一度もない。

「寒いだろう。早く車へ」

　美都は恋人と身を寄せ合えるのが嬉しくて、彼の傍へ歩み寄りふっと笑みを零す。

　それに気付いた翔が、美都を引き寄せた。

「何がおかしい？」

「えっ？　……あっ、別におかしくて笑ったんじゃないの。こうして好きな人と一緒にいられるなんて、本当に幸せだなって」

　翔に促されて車に乗り込む間も、美都は気持ちを告げる。彼が運転席に回ってエンジンをかけた時は黙ったが、車の流れに乗ると彼を窺いながら口を開いた。

「そういえば、ずっと気になってることがあるの。でも、なかなか訊くタイミングがなくて」

「何？」

「横浜で行われたバッグショーを覚えてる？　あの日、駐車場で木嶋さんに何か見せたでしょ？　あれはいったい何だったの？」

「俺たちが初めてセックスした日？」

　率直な物言いに、美都は身の置き所のない羞恥に駆られる。

　もう少し言い方を考えてくれてもいいのに──と唇を尖らせるものの、美都はすぐに考えを改めて笑顔を向ける。

　美都のボディガードとして姿を現して以降、翔はいつも不埒な態度で接してきた。

　それは今も変わっていない。美都と付き合っているからといって、これまでの言動を改めはしない。嘘偽りのないありのままの自分で、美都の前に立ってくれる。

　翔はそういう人なのだ。

　ひとまず翔が口にした〝セックスした日〟という件は脇に置き、美都は彼に向き直る。

「覚えてるでしょ？　一度目は翔さんに追い払われた。でも木嶋さんは諦めず、もう一度策を練ってやって来た。だけど、あの日以降、彼からの接触はない。翔さんに見せられた写真で、もう二度とわたしには近づかないと言った約束を守ってる。あれは何？　父も知ってるのよね？」

「ああ。瀧川氏は、なぜボディガードが必要なのか、俺にその理由をはっきりと話した。俺はすべてを知ったあと、美都を守る必要があると思った」

「父は何を話したの？」

「今は、教えられない」

「どうして？」

　美都が詰め寄ろうとした時、ちょうど赤信号で車が停まる。

　翔はちらっと横目で美都を見て、片方の口角を上げた。

「なぜかって？　俺たちは夕食に出掛けるんだろう？　食事前にする話じゃない。真っすぐ家に帰っていいなら、してもいいが？」

　もし、ここで理由を訊いたら食事に行かないという意味？

　美都は考えるのを止めて、俊敏に前を向いた。

「初めてのデートなのよ。キャンセルするはずない。今夜という日を、もの凄く楽しみにしていたんだから」

「じゃ、この話は終わりだ」

　話題を締めくくるのと同時に、信号が青に変わる。

　美都は車を発進させた翔を窺っていたが、ふーっと小さく息を吐いて深く凭れた。

　正直、あの日の真相を知りたい気もあるが、美都にとって大事な人は木嶋より翔だ。

　あれはもう終わったこと。何かの手を使って、美都を守ってくれた真実だけを胸に留めておけばいい。

　美都はその件を忘れるように顔を外へ向け、街路樹に飾り付けられたクリスマスのイルミネーションを眺めた。

　翔は日本橋の方へ車を走らせ、複合ビルの地下駐車場に停めた。美都を誘ってエレベーターに乗り込むと、最上階のボタンを押す。

「どこへ行くの？」

「美都を連れて行くならどこがいいか、これでもいろいろ考えた。だが、どこへ行くにしろ、美都にとって初めての場所ではないはず。パーティだったり、女子会だったり、男友達に誘われたりして──」

「ちょっと待って。わたしはそんなに社交的じゃないわ」

　あたふたする美都を宥めるように、翔が腰に手を回してきた。

「俺としては、もっと砕けた場所にしようかとも考えたが、そっちはまたの機会にしようと思ってね。何しろ、今夜は初めて二人きりで取る夕食。だから、俺にできる範囲でちょっと頑張ってみた」

　エレベーターを降りたそこはラウンジが広がっていた。翔は「こっちだ」と言って、ある一画へ美都を導く。

　そこには扇形に模したカウンターテーブルが一台あり、十人掛けの席には二席を残してすでに客が座っていた。年配の夫婦もいれば、四十代ぐらいの夫婦や若い男女のカップルがいる。

　美都は入り口にある店名を目にして、息を呑む。

「翔さん、ここは──」

「さあ、おいで」

　そこは美都も知っている、分子ガストロノミー料理を提供する店だった。

　人の五感に驚きを与えるその料理は、食のエンターテインメントと称されており、予約の取りにくい店で有名だった。

　噂では、半年先まで予約で埋まっていると聞く。

　翔はどうやって予約できたのだろうか。

　スタッフに名前を告げた翔とともに奥へと案内される中、美都はずっと考えていたが、一向に答えを導き出せない。

　隣の席の夫人に挨拶したのち、美都は早々に翔に意識を向けた。

「ねえ、どうやって予約したの？」

「仕事上で知り合って以降、懇意にしている人が譲ってくれたんだ。急遽海外への出張が決まったため、行けなくなったらしい。それで俺に代わりに行かないか……とね」

　美都は、翔の顔の広さには驚かずにはいられなかった。

　仕事柄、ボディガードを必要とする著名人と知り合いになることが多いせいかもしれない。

　ひょっとして、パーティでそつなく振る舞えたのは、これまでもそういう場に出席していたせいなのだろうか。

　そんなことを考えていると、シェフのパフォーマンス料理が始まった。

　液体窒素で表面を凍らせた食前酒から始まり、プチッと弾けてしまいそうなゼリー状のスープ、綿菓子のようなソースが乗った魚料理、グロテスクな色をしたソースをかけると炎を出して色が変わる肉料理など、まさしく五感で楽しむ料理が満載だった。

　美都は時間も忘れて楽しみ、最後の飴細工で鳥の巣をかたどったドーム型のデザートまでぺろりと食べた。

　その後は店を出て、薄暗いバーへ移動する。

「とても美味しかったし、楽しかったわ！」

　注文したブランデーとファジーネーブルがテーブルに置かれると、美都はすぐに身を乗り出して翔に微笑みかけた。

「喜んでもらえて良かった」

　テーブルの上にある蝋燭の灯りがあやしくゆらめき、翔の顔を照らす。

　美都は翔に微笑み、細長いグラスに入ったファジーネーブルを飲んだ。

　口当たりのいいオレンジの酸味とピーチの甘味が絶妙にマッチしたカクテルに、何度も口をつける。ソファの背に凭れて脚を組む翔も、グラスを揺らしてはブランデーを飲んでいた。

　本当に翔はカッコいい。見た目のみならず、ふとした所作にも優雅さが、目線を逸らして憂う姿には色気が漂う。彼のすべてに魅了される。

　それは美都に限ったことではない。

　周囲を窺うと、会社帰りに飲みに来ているＯＬたちがちらちらと翔を盗み見している。正面に美都が座っていてもおかまいなしに、色めき立っていた。

　この人が、わたしの恋人──心の中で呟くだけで、美都は幸せに包まれる。

　翔との関係が一生続くのを祈りながら、グラスを傾けて甘口のカクテルを味わった。

　食後の一杯を終えたあと、美都たちはクリスマスソングが流れる街中で手を取り合い、ウィンドウショッピングを楽しんだ。

　学生時代、友人たちは恋人と海外旅行へ行く話をよくしていたが、美都はそうではない。

　好きな人と楽しい食事をしたり、手を繋いで街中を散策したりするデートがしたかった。

　ようやく願いが叶ったのだ。

「そろそろ帰ろうか」

「えっ？　もう!?」

　美都は腕時計に視線を落とした。まだ二十一時を過ぎたばかりで、帰るには早過ぎる。

　しかも、今夜は初めてのデート。日付が変わるまで、もっと二人で楽しみたい。

「翔さん、まだ家に帰りたくない」

「そう思ってくれるのは嬉しいが、俺は瀧川氏に雇われてる。知ってのとおり、美都を二十二時までに連れ帰る契約になってる」

「でも──」

「先に言っておく。横浜での一泊は例外だ」

　美都がその件を言おうとしたのを見越した発言に、言葉が喉の奥で詰まった。

　唇を尖らせて翔を見上げると、翔は唇の端を上げて〝そうだろう？〟と目で伝えてくる。

　言っている意味はわかるが、美都は素晴らしい夜をまだ終わらせたくなくて、翔の手を握った。

「わたしが家に連絡を入れたら問題ない。これまでだって、友達と出掛けてて遅くなる時は連絡を入れてたし」

「美都……。相手が俺でなければそれもいい。だが──」

「わかってる。さっき言ってくれたもの。ただ、ちょっと我が儘を言いたかっただけ……」

　美都がうな垂れると、翔が美都の肩を抱いて彼の方へ引き寄せた。

「そうだな」

　翔の呟きは、どことなく途方にくれている風に聞こえた。

　美都が思わず翔を窺うと、彼は何も心配するなと伝えるように小さく頷いた。

「さあ、戻ろう」

　美都は翔に寄り添いながら、車を停めた駐車場へ向かった。そこには代行運転者がおり、美都は翔と後部座席に座る。

「よろしくお願いします」

　翔が男性に声をかけると、車は一路自宅のある南麻布へ向かって走り出した。

　しばらくして、美都は「あっ」と小さな声を上げる。こうして車の後部座席に翔と隣り合って座るのは初めてだと気付いたからだ。

「うん？　どうした？」

「ううん、なんでもない」

　そう言いながらも、美都は翔に擦り寄り彼の肩に頭を乗せた。さらに大きな手を握り締めて、自ら指を絡ませる。

　翔は何も言わない。だが、美都にしか聞こえないほどの小さな声で笑う。些細な行為とはいえ、彼を喜ばせたと思うと弾む心を抑えられない。

　美都は、翔との幸せな時間を楽しみながらそっと目を閉じた。






　──数十分後。

　渋滞に引っ掛かったが、何事もなく無事にタワーマンションの駐車場に車が停まった。

「どうもありがとう」

　代行運転手と挨拶した美都たちはその場で彼と別れて、真っすぐエレベーターに向かう。

　けれども、家に近づくにつれて美都の足取りが重くなっていった。

　家に帰ったら、ボディガードとお嬢さまの立場に戻ってしまう。

　まだ終わりたくない。この日を終わらせたくない！

　エレベーターに入ると、美都は出し抜けに背伸びをして翔の肩に手を置いた。

「美都？」

　美都を支えるように、翔が腰に回した腕に力を込める。その力強さに欲望を刺激されながら、美都は彼の目を見つめた。

「キスして。……お願い」

　甘くかすれた声で懇願する。

　まさか美都がねだるとは想像していなかったのか、翔は面食らった表情を浮かべる。でも、間を置かずに頬を緩めて、白い歯を零した。

「じゃ、もっと背伸びを」

　美都は翔に言われるがままさらに爪先立ちをしてしな垂れかかると、彼が美都に顔を寄せ、静かに唇を塞いだ。

　唇を割って忍び込む柔らかな舌、かすかに広がるブランデーの香り、そして彼の指で頬を愛しげに撫でられる感触。

　そのすべてに酔いそうになりながら、もっと激しくしてと自ら深く口づける。しかし、躯が燃え上がる直前に、目的の階に到着して扉が開いた。

「はぁ……」

　美都の脱力満載のため息に、翔が肩を揺らして笑い声を上げた。

「さあ、行こう」

　共用廊下を歩く間も名残惜しげに手を繋いでいたが、家に戻ると解かれた。

　横浜での一夜以降、両親は美都が翔に心を許し、パーティの出席者と一緒に夕食を取ってくる仲になったと喜んでいるようだ。

　しかしそれは、翔がボディガードであるが故だろう。

　これがもし、二人が付き合っていると知ったら……

　美都は不安な考えを振り払うように、バスルームへ向かった。

　頭から足の先まで綺麗に洗い、バスタブにじっくり浸かって汗を流す。部屋へ戻ったあとは、リンパマッサージやストレッチをした。

　いつもなら無心でケアに集中できるが、やはり今日は特別なのだろう。

　翔と過ごした場面ばかりが脳内でリピート再生される。加えて、躯が翔を求めて震える始末。

「キスしてから、かなり経ってるのに……」

　美都は、翔に一目だけでも会いたいという気持ちを抑えられなくなった。

　立ち上がって自室を出ると、翔に与えられた部屋に向かう。

　まだ起きていることを祈ってノックしようとした時、室内から話し声が聞こえてきた。

　しかも、楽しそうな笑い声まで！

　美都は思わず息を詰め、してはならないのにドアに耳を近づけてしまった。

　ところどころ聞き取りにくいものの、翔の誰かと親しげに話す声が耳に届く。

「ああ。満了日はまだ先だが、瀧川氏と話を詰めるつもりだ」

　お父さんと話を詰める？　いったい何の？　──そう思った途端、翔が優しそうな声で笑った。

「もちろん、君を大事に想ってるよ。そうでなければ……えっ？　……うん、そうだ。もう潮時だと思う。この家に居過ぎるのは良くない。俺にとっても、美都にとっても。……気持ちは変わらない、早々に退散する。君の気持ちに……ああ、そういう意味に取ってくれてかまわない」

　美都は愕然となり、血の気が一気に引いて足元がふらついた。

　早く立ち去るべきだと思うのに、足が動かない。

　次々に聞こえてくる言葉を遮断しようと目を閉じて振り払おうとするが、翔の言葉が頭の中でぐるぐる回っていた。

　いろいろな情報があって上手くまとまらない。

　ただわかるのは、翔が瀧川家から、美都から離れたがっているということだけだ。

　また、美都ではない誰かを大事に想っているという事実も……

「今から？　……わかった。酒が入ってるから、できればこの近くで……。はあ!?　……なるほど、そういうことか。じゃ、そこへ行くよ。またあとで」

　そう言ったあと、室内で動き回る翔の気配がした。

　その音を聞きながら深呼吸すると、美都は無理矢理手足に力を入れて自室へ戻った。

　着ていたスリップドレスを脱ぎ捨て、大きめのセーターと細身のジーンズに着替える。髪の毛は無造作にシュシュで一つにまとめた。

　ロング丈のコートに大きなサングラスで顔を隠し、財布と携帯をポケットに入れると、再びドアへ向かう。

　但し、すぐには開けようとはせず身を潜めた。直後、ドアの開閉音が耳に届く。廊下を歩く足音が聞こえなくなるのを待って、美都は廊下に出た。

　玄関のドアの閉まる音が響くと、美都は急いで玄関へ走り翔のあとを追った。

　マンションのエントランスに到着した時、ちょうど翔が大通りへ出る歩道で立ち止まり、一台のタクシーに合図を送る。

「えっ、タクシー？　どこへ行くの!?」

　美都は目を白黒させて、周囲を見回した。

　運良く空車のタクシーを見つけて、すぐさま手を上げる。車内に乗り込むと、運転手の方に上半身を傾けて、道路の先を指した。

「前の方に……あっ、あの信号で停まってるタクシーのあとを追ってください！」

「わかりました」

　運転手は美都に言われたとおり、前のタクシーを追い始めた。

　しばらくしてタクシーが停まったのは、六本木にあるシティホテルだった。

「ありがとうございました」

　翔がホテルに入るのを見て、美都はタクシーを降りた。

　ロビーに入っていった翔を窺って自動ドアを通るが、そこで美都の足がぴたりと止まる。シャンデリアが煌々と輝く下で、翔がモデルのような美しい女性と話していたからだ。

　女性は翔よりも十歳ほど年齢が上に見えるが、周囲の目など気にせず、うっとりと翔を仰ぎ見ている。

　その女性が翔の腕に軽く触れると、彼は彼女の細い腰に手を置き、柱の陰へと連れて行った。

　続いて聞こえた、朗らかに笑い合う男女の声。

　美都の心臓がキュッと締まり、息をするのも苦しくなるほどの痛みに襲われる。

　それでも美都は、ゆっくりそちらの方へ歩き出した。二人が姿を消した柱の真後ろまで行き、息を潜めて静かに立ち止まる。

「じゃ、部屋で話しましょう」

　女性の甘ったるい声に、美都は自然と躯の脇で握り拳を作る。

「部屋？」

「そうよ。翔を呼んでおきながら誘わないわけないでしょ。それに──」

　女性が声のトーンを落として何かを囁く。

　美都は聞き耳を立てるものの、その先はまったく聞こえなかった。しかし、翔がおかしそうに笑う声が耳に届いた。

「それなら早く部屋に行かないと」

「では、さっさと行動に移しましょう。……心配しなくても、翔のお姫さまが気付く前に帰してあげるわ」

　二人は歩き出したのか、女性のヒール音が遠ざかっていく。

　美都は唇を引き結ぶと、思い切って柱の陰から身を乗り出した。

　その光景に、美都は再びショックを受ける。

　翔は何度もそうしたことがあるように女性をエスコートして、エレベーターホールへ向かっていた。

　翔たちが乗ったエレベーターの扉が閉まるなり、美都はそちらへ走り出した。

　エレベーターが停まる階を確認し、即座にフロア案内に目をやる。二人が降りたのは、客室しかない階だった。

「どうして？　なぜ？」

　サングラスを外した美都は、感情を殺しながら唇をきつく引き結ぶ。

　けれどもそうすればするほど心が波立ち、躯の一部をもぎとられたような痛みに耐えきれなくなった。

　美都の目から大粒の涙が零れ始める。止まるどころかどんどんあふれ、頬を伝い落ちていく。

「愛する人と幸せになれると思ったのに……！」

　そこで、美都はあることに気付いてハッとなる。

　確かに翔とは心を通い合わせて、彼と付き合うようになった。

　でも、これまで一度として愛の告白を受けてはいない！

　築いたものが音を立てて崩れ落ちていくような絶望に、美都はその場に佇みながら静かに泣いていた。

















終章












　──一時間後。

　どうやって家に帰ったのか、その記憶がまったくない。

　ふと気付けば、美都は翔の部屋の前に立っていた。自室へ戻る気にもなれずにそこに座り込むと、躯を丸めるように膝を抱え、そこに額を押し付けて目を閉じる。

　寝静まった家の中はシーンとなり、美都の息遣いと生地の擦れる音だけが響く。

　その空虚さが、美都は独りぼっちなんだと告げられているように感じられ、余計に悲しみが増していった。

　それからどれくらい経ったのか。

　美都の尻が痛み出した頃、玄関のドアの開閉音が聞こえた。

　心臓が早鐘を打つのを感じながら顔を上げ、廊下の先に目を凝らす。静かに耐えていると、翔が現れた。

　最初こそ忍び足で廊下を進んでいた翔だったが、彼の部屋の前にいる黒い物体に驚いたのだろう。

　足をぴたりと止めたと同時に、初めてスリッパが滑ったような摩擦音が響いた。

「……美都？」

　翔が訝しげに囁く。

　美都はおもむろに立ち上がると、ドアの前に立ち塞がった。

「まだ寝てなかったのか？　もう二時前だ。早く部屋に──」

　美都の腕を掴んだ翔に、自室へ連れ戻されそうになる。

　反射的に肘を引き、驚く翔を尻目にドアを開けて彼の部屋に入った。間接照明が点灯し、部屋はオレンジ色に包み込まれる。

　そんな温かみのある色とは裏腹に、美都の心は嫉妬や苦痛が入りまじっていた。

　この部屋に立ち入るのは、今夜で二度目だ。

　一度目は翔を追い払う手段として、二度目は彼を失いたくないと強く望んで……

　目的は違うが、美都の心には翔への想いが詰まっている。そこに嘘偽りはない。

「おい……」

　美都に近寄るなり、翔が美都の肩を掴んだ。真正面で向き合うと、彼は軽く上体を屈め、美都の顔を訝しげに覗き込む。

「美都？　いったいどうした？　……うん？　珍しいな、スカートではなくジーンズを穿いてるなんて」

「翔さん……」

　美都は懇願の声を漏らして、翔を仰ぎ見た。

　ああ、翔を失いたくない。あの女性に奪われたくない！

「わたしは、翔さんが好き。諦めようとしたけど、諦めきれなくて、自分から行動を起こした。わたしをそんな風に駆り立てた相手は唯一人……翔さんだけよ」

　翔の胸に手を置いて上体を傾け、誠心誠意を込めて訴えた。

「翔さんから見れば、わたしは……まだ子どもだってこともわかってる。だけどこれからは、翔さんの望む大人の女性になれるように成長する。だから──」

「美都？　いったい……何を言って？」

　翔は驚きと戸惑いを露わにして、美都を凝視する。

　アンバー色の瞳が美都を捕らえるこの瞬間が、どんなに好きだったか。

　あれほど堰が決壊したというのに、まだ泉は枯れていなかったのか、大粒の雫がぽろぽろと零れ落ちていった。

「わたし──」

　続けて想いを告げようとした時、美都の頬を両手で覆った翔に軽く顎を上げさせられる。

「どうした？　いったい何があった？　さあ、俺に話して」

　心を蕩けさせるような優しげな声音で囁き、美都の目の奥にある感情を覗き込もうとする。そうしながらも、美都の涙を優しく指の腹で拭った。

　翔の穏やかな手つき、熱意を宿す眼差し、そして真摯な表情。それらすべてに、心を打たれて感極まっていく。

　ああ、これ以上は黙っていられない！

　美都は堪らず翔の腕に触れ、目に想いを込めて彼を見上げる。

「ごめんなさい。実は数時間前、翔さんが部屋で誰かと話しているのを盗み聞きしてしまったの。話しぶりからとても親密な関係だと知ったわたしは、翔さんのあとを追いかけた」

「追いかけた？　……もしかして、ホテルまで？」

　翔の問いかけに正直に頷くと、その時に見た情景が次々に脳裏に浮かんできた。瞼をぎゅっと閉じて追い払おうとするが、そうすればするほど鮮やかになっていく。

　美都は嗚咽を漏らしながらそっと目を開けると、翔の腕に置いた手に力を込めた。

「部屋にまで押しかける勇気はなかった。だって、翔さんと一緒にいた女性は、とても美人だったから。しかもお互いに信頼し合っている雰囲気が漂っていて、わたしが割り込む隙はまったくなかった。そんな二人を見ていて気付いたの。わたし、翔さんに好きだと言われていなかったって。それで──」

「あの人と信頼し合ってる風に見えたのなら、美都の目が正しい」

　その言葉に、美都は心臓に刃を突き刺されたような鋭い痛みに襲われた。息も絶え絶えになるほど苦しくなる。

　酷い人──そう言わんばかりに翔を凝視するが、そこにある柔らかな目つきに気持ちが削がれた。

「そうでなければ、俺はやっていけない。何せあの人は、俺が勤める会社の社長だし」

「……えっ？」

　予想もしなかった答えに、美都は小さい声で問いかけた。

　あんなに綺麗な女性が社長!?

　美都が呆然となっていると、翔が何度も美都の頬を流れる涙を拭い、口元を緩めた。

「社長に、ボディガードを辞めたいと伝えていたんだ」

「辞めないで……」

　美都は咄嗟に告げていた。

　翔が辞めるという話は、盗み聞きしていたので知っている。でも、あの女性が特別な人でないなら、去る必要などない。

　ずっと傍にいて──と懇願の目を向けるが、翔は首を縦に振ろうとしない。そこにある彼の堅固たる意志に、美都の顔から血の気が引いていった。

「俺は社長を裏切ったんだ。信頼してくれていたというのに、社内規定違反を犯した」

「違反って？」

「契約者及びその家族に対して、いかなる理由があろうとも決して特別な感情を抱かない」

　翔は上体を傾けて、美都の額に自分の額を触れ合わせる。

「にもかかわらず、俺は破ってしまった。危機感のない美都に、最初こそ苛立ちもしたが……君が俺の予想を超える行動を取るたびに、俺は喜びさえ感じた」

「……後悔してる？」

「いや、自分の取った行動に後悔などない。それほど俺は、美都の傍にいるだけで心が躍った。こんな風に俺を乱したのは美都だけ。なのに、悔いるはずないだろう？」

　翔が小さく笑うが、徐々に表情を解いて距離を取った。

「仕事を失うのは承知の上。これは俺の意思……」

「つまり、わたしに夢中になってくれたってこと？」

　喜びを抑えるので必死だったが、こんな風に言われて感情を殺すなど到底無理な話。

　美都は胸を震わせながら、甘くなっていく声で囁いた。

「夢中だ。それぐらい、美都のことが好きだ」

　好きな人からの告白に、一気に喜びが躯中を駆け巡った。

　しかも何があろうとも美都の手を離すつもりはないという気持ちが伝わってくる。

　これほど心を揺さぶられる告白を受ける日が訪れるとは……！

　愛する人と想いを通じ合えた幸せに、再び涙が込み上げてきた。

「だから俺は、改めてこの仕事から手を退くと伝えた。社長は認めてくれたよ。まあ、契約破棄に伴う違約金について、いろいろ小言は受けたが。……社長の恋人と一緒にね」

「えっ？　恋人？」

「ああ。俺は社長が取ったホテルの部屋に入ったが、そこには彼女の恋人もいた。しかも彼はジムの経営者で、俺も普段はそこで躯を鍛えている。つまり、彼とも顔見知りというわけだ」

　面白おかしく言う翔の言い方は、美都を想ってのことだろう。

　そして社長と二人きりで会ったわけではないと、あえて教えてくれるのは、美都を想ってのこと。

　翔の優しい心遣いに胸をいっぱいにしながら、美都は彼の方へもう一歩近寄った。

「ねえ、本当にボディガードを辞めるの？　わたしを大事に想ってくれるのなら──」

「本当なら、木嶋を追い払った時点で契約満了だったんだ。だが、瀧川氏に延長してほしいと頼まれて……。あの時、断っておけば良かった」

「待って。木嶋さんを追い払った時点で？　それってつまり、木嶋さんがわたしのエスコートパートナーに決まったのを受けて、父はボディガードを……翔さんを雇ったっていうの？」

「ああ、そうだ」

　翔は美都の背に手を回し、部屋の中央へと誘う。

「覚えてる？　数時間前、美都は俺に訊いてきた。横浜の駐車場で木嶋に見せた写真は何だと。俺がボディガードを引き受けたのは、あれが元になってるんだ」

「写真が？」

　翔が木嶋に写真を見せた時のことが走馬燈のように甦る中、美都は彼に促されてベッドに腰掛ける。彼も隣に座ると、美都の手を取り指を絡めてきた。

「美都に見せるには気が引ける……写真だ」

「気が引ける？　いったい何が写っているの？」

　一瞬、翔が口籠もる。美都には言いたくないような顔をしたが、美都はどうしても木嶋が自分に近づかなくなった理由を知りたくて、彼と躯がぶつかるぐらい近寄った。

「ねえ、教えて……」

「そうだな。事実を知っていれば、木嶋とどこかで会った時、美都も心の準備ができるだろう」

　翔はそう言うと、躯を捻った。ベッド脇にある引き出しを開けて写真を取り出し、美都に差し出す。

　それを受け取ると、美都は木嶋を絶句させたものに目を凝らした。

　最初は、そこに写っているものを理解できなかったが、徐々にその光景が何を意味するのか認識できた瞬間、美都の顔がみるみるうちに赤らんでいった。

　美都はこんなものは持っていられないとばかりに、翔に突き返した。

「や、ヤダ！」

「だから言っただろう。見せるには気が引けると」

　翔がおかしそうに笑い、写真をベッドサイドに伏せて置くが、美都は引き寄せられるようにそちらに視線を向けた。

　まさか、あんなものを見るとは思ってもみなかった。

　裸になった木嶋が、あられもない恰好の女性を何人もベッドに侍らせて、彼女たちと淫らな行為にふけっている姿を……

　それは、明らかに隠し撮りしたとわかる写真だった。

　父は木嶋が美都のエスコートパートナーになると知り、こっそり彼を調べさせたのだろう。すると出てきたのは、彼の乱れた私生活。これではいけないと思ったに違いない。

　そうよね？　──と訊ねるように翔に焦点を合わせると、彼が美都の肩を抱いた。

「瀧川氏は、美都のエスコートパートナーが変わるたびに素性を調べていた。もちろん美都を守るためにね。これまでの男は安心できたが、木嶋は違った。それで密かにボディガードを雇った」

　翔の言葉で、ようやくすべてに納得がいった。

　ボディガードを雇うに至った理由、そして木嶋が美都に近づかなくなった原因を……

　美都は翔にしな垂れかかり、彼の肩に頭を乗せた。

「きちんと教えてくれてありがとう。正直、見たくない写真だったけど、目にしなければ信じられなかったと思う」

「ああ」

　翔のキスが、美都の髪に落とされた。

　守ることができて良かったと伝えるような仕草に、全身から喜びが迸る。

　このまま翔の温もりに浸りたい気持ちに駆られるが、美都は躯を捻り真正面で彼を見据えた。

「ねえ、やっぱり考え直せない？　翔さんには、わたしのボディガードを続けてほしい」

「駄目だ」

　きっぱりと断る言い方が、美都を不安にさせる。

　ようやく気持ちが通じ合ったのに、どうして離れたがるのか理解できない。

　美都はそっと翔の胸に手を置き懇願しようとした時、その手を彼が掴んだ。引き下ろされるかと思いきや、彼の心音を聞かせるように胸に押し付けられる。

「俺がボディガードを辞める理由は、美都の傍を離れるためじゃない。むしろ、美都の……傍にいたいと俺が望んだためだ」

「わたしの傍に？」

「契約で雁字搦めになるボディガードとしてではなく、一個人の俺として。美都の恋人として隣に立ちたい」

　翔の誠実な言葉が心に広がるにつれて、再び涙が込み上がってきた。

　愛する人が、美都との関係を真剣に考えてくれている。それがどれほど嬉しいか、きっと翔にはわからないだろう。

「愛の告白みたい」

　涙声で囁くと、翔が楽しそうに口角を上げる。

「まだ伝わってなかったのか？　じゃ、もっと努力する」

　翔が美都に腕を回し、自分の鼻で美都の鼻を愛しげに擦り上げた。

　心の奥でくすぶる火を煽られた美都は心持ち顎を上げ、ほんの少し動けばキスができる近さに誘うような声を零す。

　刹那、翔が美都に口づけた。

「っんぅ……」

　翔が美都の唇を甘噛みする。性急さなど感じられない、とても優しいキスだった。

　ただ、それだけでは物足りなさを感じ、もっととせがみたくなる。

　美都はとうとう我慢ならなくなって自ら唇を開くと、舌を突き込まれた。

「っんぅ……」

　艶のある喘ぎと唾液が、互いの口腔を行き来する。

　角度を変えては深く吸い、いやらしく舐め合う。渇いた喉を潤すような激しいキスは、心を躍らせるほどエロティックだった。

「翔……っん……ぁ」

　翔のセーターを握り締めると、美都の腰を抱く彼の手が上へ滑り、さらに引き寄せられた。

　乳房を押し潰すほどの強さに、背が弓なりに反るが、美都は翔のキスを自ら受け止めにいく。

「美都……ああ、君が好きだ」

　口づけの合間に愛しげに名前を呼ばれる。美都の胸は高鳴り、翔への激しい愛情でいっぱいになっていった。

「わた、しも、好き──」

　美都のあふれる想いもろとも、翔が大胆に唇を貪る。

　アルコールに酔ったみたいに、躯がふわふわする。鼓膜のみならず躯中の細胞が甘く蕩けていき、四肢の力が抜けていった。

　あっと気付いた時、美都は翔にベッドに押し倒されていた。

　もっと求められたいと望み、美都から彼を受け入れようとする。でもそれを察知したのか、彼が名残惜しげに口づけを終わらせた。

「翔さん？」

「瀧川氏に時間を作ってもらい、そこで契約破棄の件を話す。その時に、美都と付き合っていることも伝えるつもりだ。……いいか？」

　有無を言わせない口調で告げる翔の言葉に、美都は感極まりながら何度も頷き、彼の頬に手を伸ばす。

「もし父が反対しても、わたしの気持ちは変わらない。お願いよ、わたしを離さないでね。ボディガードでなくなっても──」

「本当のボディガードになる。契約など関係ない。君だけの……」

　翔がそういう風に出てくるとは思わず、美都は一瞬息を呑むが、彼の言いたいことがわかるとぷっと噴き出した。

　美都を愛しげに見つめる翔の首に手を回し、自分の方へ引き寄せる。

「本当に、最後までズルい人。でもいいの。そういう翔さんが好き」

「褒め言葉として受け取っておこう」

　翔は美都にされるがまま体重をかける。間近で見つめ合い、一緒に微笑み合う。そして、美都の額に額を擦り合わせた。

　その親密な素振りから、翔の愛が伝わってくる。

　お願いよ、これからもわたしを大事に想っていてね──そう心の中で囁き、静かに目を閉じた。

　新たな人生を翔と歩める日を祈って……
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